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は し が き 
 

 

 この年報は、平成２７年４月１日現在における三島市の消防現況及び

平成２６年中の火災、救急活動状況等の消防事情を収録し、消防行政の

合理的な運営と消防力の充実育成に資するものです。  

 

 

 平成２７年７月  

 

三島市消防本部  

 



 

市の木 イチョウ 市の花 三島桜 市の鳥 カワセミ 

市 章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 隅切りの輪郭は三島神社の御紋章に因み

兼て富嶽の象たり。 

２ 中央の三線は三島の三の変形にして水流

を示す。 

３ 富嶽のそびゆる下、清泉湧て流る。 

  これを三島市の象徴となす。 

  （昭和１６年４月２９日制定） 
 

 

 
 

 

 

 

三島市民憲章 

 

（昭和４５年１０月１１日制定） 

 わたくしたちは、箱根のふもと朝に夕に富士を仰ぐ恵まれた自然のな

かに育った三島市民です。 

 わたくしたちは、三島市民であることに誇りと責任をもち、お互いの

しあわせを願い、この憲章を定めます。 

 わたくしたち三島市民は、 

１ 自然を愛し きれいなまちをつくりましょう。 

１ 良い風習を育て 住みよいまちをつくりましょう。 

１ 文化をたいせつにし 豊かなまちをつくりましょう。 

１ からだをきたえ 仕事にはげみ 明るいまちをつくりましょう。 

１ 平和を望み 友愛のあふれるまちをつくりましょう。 

三島市紋章 
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市 勢 

三島市の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方   位 地   名 緯 経   度 

極   東 箱 根 峠 東   経 １３９度０１分 

極   西 千 貫 樋 東   経 １３８度５４分 

極   南 御   園 北   緯 ３５度０４分 

極   北 片 平 山 北   緯 ３５度１１分 

 三 島 市 役 所 
東   経 １３８度５５分 

北   緯 ３５度０６分 

東   西 １１.１０７㎞ 南   北 １３.２４２㎞ 

三島市 

富士山 

◎ 〇 
沼津市 

駿河湾 

神奈川県 

山梨県 長野県 

静 岡 県 

○ 静岡市 

愛知県 

○ 

浜松市 

遠州灘 

Ｎ 
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面 積   

年  月  日 面  積 摘       要 

昭和 10 年 3月 31日 ２２.３８km２ 旧三島町 

昭和 10年 4月  1日 ３４.７７km２ 北上村（１２.３９km２）編入 

昭和 16年 4月 29日 ５３.６０km２ 錦田村（１８.８３km２）合併・市制施行 

昭和 29年 3月 31日 ６１.８１km２ 中郷村（８.２１km２）編入 

平成  4年 9月  1日 ６２.１９km２ 
国土地理院〔全国都道府県市区町村別面積調〕 

公表０.３８km２増 

平成  5年 9月 30日 ６２.１７km２ 
国土地理院〔全国都道府県市区町村別面積調〕 

公表０.０２km２減 

平成 13年 10月 1日 ６２.１３km２ 
国土地理院〔全国都道府県市区町村別面積調〕 

公表０.０４km２減 

平成 26年 10月 1日 ６２．０２㎢ 
国土地理院〔全国都道府県市区町村別面積調〕 

公表０.１１km２減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

人 口          
                                 （各年 3月 31日現在） 

年 世  帯 人  口 面  積 １平方キロ当り 

23 ４７,０２５ １１３,０４７人 ６２.１３km２ １,８２０人 

24 ４７,５３６ １１３,１１９人 ６２.１３km２ １,８２１人 

25 ４７,５８７ １１２,６３２人 ６２.１３km２ １,８１３人 

26 ４７,８８２ １１２,３９５人 ６２.１３km２ １,８０９人 

27 ４７,４２１ １１１,６１６人 ６２.０２km２ １,８００人 
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消 防 本 部 ・ 署 の あ ゆ み 

 

昭和20年  １月 
常設消防部を設置し、主として警報伝達、防空監視を専門的に行った。 

ポンプ車はなく８人編成であった。 

昭和 20年 10 月 
終戦によって消防本来の任務を行うために３人増員し、かつ消防ポンプ

自動車１台を借用装備した。 

昭和 21年 11 月 
旧海軍より払い下げのトラック１台を消防ポンプ自動車に改造し配置し

た。なお借用ポンプは返還した。 

昭和 22年 11 月 
常設消防部員１０人増員計２１人とし、また消防ポンプ自動車１台を増

強した。 

昭和 22年 12 月 消防組織法が公布された。 

昭和 23 年 7 月 消防法が公布された。 

昭和 23 年 9 月 三島市消防条例及び三島市危険物取締条例を公布した。 

昭和 23 年 5 月 分課条例の公布により消防課が設置された。 

昭和 25 年 3 月 

三島市消防本部条例、同規則を公布するとともに消防課を消防本部に、

常設消防部を消防署に改編した。編成は２４人、消防ポンプ自動車２台

である。 

昭和 25 年 12 月 水槽付き消防ポンプ自動車１台を購入配置した。 

昭和 29 年 3 月 
消防ポンプ自動車１台を廃車し､新たに水槽付き消防ポンプ自動車１台

を購入し配置した。 

昭和 29 年  6 月 
隣村中郷村を編入、消防署南分遣所開設のため職員１５人を増員し、定

数３９人とした。 

昭和 29 年 7 月 
南分遣所を市内大場１６番地に開設した。職員１３人、消防ポンプ自動

車１台を配置した。 

昭和 33年 12 月 

常設消防強化のため西分遣所を市内西本町３番３７号に、北分遣所を市

内文教町２丁目３２番６９号にそれぞれ開設し、職員１５人を増員した。

なお西分遣所は１１人、水槽付き消防ポンプ自動車１台を配置し、北分

遣所は１０人、消防ポンプ自動車１台を配置した。 

昭和 34 年 3 月 日本損害保険協会から消防ポンプ自動車１台の寄贈を受けた。 

昭和 37 年 1 月 水槽付き消防ポンプ自動車１台を増強した。 

昭和 37 年 1 月 三島市火災予防条例を公布した。 

昭和 38 年 4 月 救急業務が法制化された。 

昭和 41 年 2 月 三島市危険物の規制に関する規則を公布した。 

昭和 42 年 3 月 
市内一番町緒明太郎氏から救急車１台の寄贈を受けたので三救一号（さ

んきゅう）と、命名、救急業務を開始した。 

昭和 42年 12 月 
日本損害保険協会から、水槽付き消防ポンプ自動車１台の寄贈を受けた。

これに伴い老朽水槽付き消防ポンプ自動車１台を廃車した。 
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昭和 43 年 7 月 

消防本部条例、同規則を全面改正し、消防本部及び消防署の設備等に関

する条例、組織に関する規則、消防署勤務規則、消防表彰規則等を制定

した。 

昭和 45 年  3 月 三島市職員定数条例を改正し消防職員の定数を６８人とした。 

昭和 47 年  3 月 三島市職員定数条例を改正し消防職員の定数を７０人とした。 

昭和 47年 10 月 消防ポンプ自動車１台を更新し配置した。 

昭和 48年 12 月 日本自動車工業会から救急自動車１台の寄贈を受け配置した。 

昭和 49 年  3 月 南分遣所を市内中島８５番地の１４に移転新築した。 

昭和 49 年  3 月 三島市職員定数条例を改正し消防職員の定数を７５人とした。 

昭和 49年 10 月 三島市ロータリークラブから救急自動車１台の寄贈を受け配置した。 

昭和 50 年  1 月 ３２ｍ梯子付き消防ポンプ自動車１台を購入し配置した。 

昭和 50 年  1 月 消防本部、消防署を玉川４０４番地の２に新築移転した。 

昭和 50 年  2 月 昭和４２年市内緒明太郎氏から寄贈の救急車を廃車した。 

昭和 50 年  3 月 三島市職員定数条例を改正し、消防職員の定数を８５人とした。 

昭和 50 年 10 月 指令車１台を購入し配置した。 

昭和 51 年  5 月 三島信用金庫から指令車１台の寄贈を受け配置した。 

昭和 51年 12 月 三島市職員定数条例を改正し、消防職員の定数を９５人とした。 

昭和 51年 12 月 
東分遣所を市内谷田２９４番地の１に開設、職員８人、消防ポンプ自動

車１台を配置した。 

昭和 52 年  5 月 西分遣所老朽により新築開所した。 

昭和 52年 11 月 
可搬式動力ポンプＣ－１級３台を大震火災対策事業の一環として購入し

各所に配置した。 

昭和 52年 12 月 
水槽付き消防ポンプ自動車１台を購入し、北分遣所へ配置し老朽車１台

を廃車した。 

昭和 53 年  1 月 救急指令装置が導入され業務を開始した。 

昭和 53 年  3 月 三島市富田町２７９番地の３に訓練用地（９７９㎡）を買収した。 

昭和 53 年  3 月 三島市職員定数条例を改正し、消防職員の定数を１００人とした。 

昭和 53 年  4 月 消防本部に管理課を設置した。 

昭和 53年 10 月 日本損害保険協会から救助工作車１台の寄贈を受けた。 

昭和 53年 12 月 北上分遣所設置のため、消防ポンプ自動車１台を購入した。 

昭和 53年 12 月 大規模地震対策特別措置法施行 

昭和 54 年  3 月 三島ライオンズクラブから救急車１台の寄贈を受け配置した。 

昭和 54 年  3 月 三島市職員定数条例を改正し、消防職員の定数を１１０人とした。 

昭和 54 年  4 月 
大規模地震対策特別措置法の施行により、三島市自主防災会が設立され、

１０７自治会に自主防災組織が発足した。 

昭和 54 年  6 月 
北上分遣所を市内徳倉４丁目３６番９号に開設した。職員１０人消防ポ

ンプ自動車１台を配置した。 

昭和 54年 11 月 消防署に高圧ガス製造所（圧縮空気）を設置した。 
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昭和 55 年  2 月 
水槽付き消防ポンプ自動車を１台購入し西分遣所に配置した。なお老朽

車は廃車した。 

昭和 55 年  3 月 火災予防条例の一部を改正した。 

昭和 56 年  3 月 訓練塔（主塔１７ｍ、副塔９ｍ）を訓練場に設置した。 

昭和 56 年  4 月 消防本部に予防課を設置した。 

昭和 56 年  5 月 作業車（１ｔ）１台を購入し配置した。 

昭和 56年 20 月 日本消防協会から広報車１台の寄贈を受け配置した。 

昭和 57 年  2 月 訓練塔（補助塔９ｍ）を訓練場に設置した。 

昭和 57 年  4 月 
三島西ロータリークラブから寄付を受け救急車１台を購入し、消防署に

配置した。 

昭和 57 年  8 月 
消防ポンプ自動車１台を購入し、東分遣所に配置した。なお老朽車は廃

車した。 

昭和 59 年  3 月 

北分遣所をコミュニティ防災センターと併設、市内文教町２丁目１番３

２号に新築開所した。 

同時に救急１号車を配置し、職員８人を配置した。 

昭和 59年 11 月 
消防ポンプ自動車１台を購入し、南分遣所に配置した。なお老朽車は廃

車した。 

昭和 60 年  2 月 
日本損害保険協会から寄贈を受けた救急車を北分遣所に配車し、老朽の

救急１号車を廃車した。 

昭和 60年 11 月 
小型動力ポンプ付水槽車（１０ｔ）を購入し、消防署に配置した。    

なお老朽の消防ポンプ自動車を廃車した。 

昭和 61 年  4 月 危険物安全協会から査察車１台の寄贈を受け配置した。 

昭和 63 年  9 月 
日本消防協会から寄贈を受けた救急車１台を北分遣所に配置した。 

なお老朽の救急２号車を廃車した。 

昭和 63年 10 月 
日本損害保険協会から寄贈を受けた救助工作車１台を消防署に配置し

た。なお老朽車は廃車した。 

昭和 63年 12 月 
水槽付消防ポンプ自動車を１台購入し、北分遣所に配置した。 

なお老朽車は廃車した。 

平成  2年  8月 
日本消防協会から寄贈を受けた広報車１台を消防署に配置した。 

なお老朽車は廃車した。 

平成  3年  2月 通信指令室及び消防署待機室を増築した。 

平成  3年  3月 
消防緊急情報システムを導入し運用を開始した。 

なお老朽指令装置は廃棄した。 

平成  3年  8月 救急救命士法施行 

平成  3 年 12 月 
水槽付消防ポンプ自動車を１台購入し、南分遣所に配置した。 

なお老朽車は廃車した。 

平成  4年  3月 防災倉庫を訓練場北側に新築した。 

平成  4 年 10 月 救急車１台を購入し、消防署に配置した。なお老朽車は廃車した。 
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平成  4 年 11 月 防災用車両を購入、消防署に配置した。 

平成  4 年 12 月 非常用電源設備を消防署に設置した。 

平成  4 年 12 月 
普通消防ポンプ自動車１台を購入し、消防署に配置した。 

なお老朽車は廃車した。 

平成  5年  9月 三島市職員定数条例を改正し、消防職員の定数を１２０人とした。 

平成  6年  3月 
３５ｍ梯子付消防自動車を購入し、消防署に配置した。 

なお老朽車は廃車した。 

平成  7 年 12 月 救急救命士国家試験に１名が合格し当市初の救急救命士が誕生した。 

平成  8年  2月 
高規格救急車１台を購入し、消防署に配置した。 

なお老朽車は廃車した。 

平成  8年  3月 
水槽付消防ポンプ自動車１台を購入し、西分遣所に配置した。 

なお老朽車は廃車した。 

平成  8年  4月 危険物安全協会から査察車１台の寄贈を受け、老朽車を廃車した。 

平成  8 年 11 月 軽防災車１台を購入（増車）し消防署に配置した。 

平成  9年  2月 
消防ポンプ自動車１台を購入し、東分遣所に配置した。        

なお老朽車を廃車した。 

平成  9年  3月 東分遣所を同一場所に新築し、消防団第６分団車庫及び詰所を併設した。 

平成 10 年  1 月 指令車を購入し消防署へ配置した。なお老朽車を廃車した。 

平成 10年 12 月 
水槽付消防ポンプ自動車１台購入し、北上分遣所に配置した。なお老朽

車は廃車した。 

平成 11 年  2 月 高規格救急車１台を購入し北分遣所に配置した。なお老朽車は廃車した。 

平成 11年 12 月 
小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型を購入し、消防署に配置した。 

なお老朽した小型動力ポンプ付水槽車を廃車した。 

平成 12年 12 月 
日本損害保険協会から寄贈を受けた救助工作車１台を消防署に配置し

た。なお老朽車は廃車した。 

平成 13年 10 月 高規格救急車１台を購入し、消防署に増車配置した。 

平成 14 年  4 月 三市二町消防通信指令施設運営協議会に加入した。 

平成 14 年  8 月 広報車を購入し消防本部に配置した。なお老朽車を廃車した。 

平成 15 年  3 月 三市二町消防指令センターへ指令機能を移転した。 

平成 15年 11 月 
水槽付消防ポンプ自動車１台を購入、北分遣所に配置した。なお老朽車

は廃車した。 

平成 16年 12 月 高規格救急車１台を購入し北分遣所に配置した。なお老朽車は廃車した。 

平成 18 年  1 月 市役所本庁他公共施設７ケ所にＡＥＤを設置した。 

平成 18 年  2 月 
日本消防協会より指揮司令車の寄贈を受け、老朽化した査察車を廃車し

た。 
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平成 18 年  4 月 

機構改革により西分遣所を消防署に統廃合し、消防本部に警防救急課を

新設した。管理課を消防総務課、東分遣所を錦田分遣所、南分遣所を中

郷分遣所にそれぞれ名称を改めた。 

平成 18 年  6 月 
消防車両５台、市内小中学校および公共施設計３７ケ所にＡＥＤを設置

し合計４４台となる。 

平成 18 年  9 月 
消防本部、消防署を南田町４番４０号に新築移転した。訓練塔２棟を設

置した。 

平成 19 年  4 月 当市ではじめての女性消防吏員２名が誕生した。 

平成 19 年 5 月 
既にＡＥＤを設置してある事業所が参加してあんしんＡＥＤステーショ

ン事業を開始した。（現在１１０事業所参加） 

平成 21年 11 月 耐震基準に充たしていなかった中郷分遣所の改築工事をおこなった。 

平成 22 年  1 月 耐震基準に充たしていなかった北上分遣所の改築工事をおこなった。 

平成 22 年 7 月 
全国初となる２４時間営業の店舗を対象にＡＥＤを設置する、あんしん

ＡＥＤステーション事業２４を開始した。（現在４２事業所に設置） 

平成 22年 12 月 高規格救急車１台を購入し北分遣所に配置した。なお老朽車は廃車した。 

平成 23 年  1 月 
水槽付消防ポンプ自動車１台を購入、中郷分遣所に配置した。なお老朽

車は廃車した。 

平成 23年 12 月 支援車 1台を購入し、消防署に増車配置した。 

平成 24 年 1 月 高規格救急車 1台を購入、消防署に配置した。なお老朽車は廃車した。 

平成 24 年  5 月 三島市、裾野市及び長泉町消防広域化研究協議会（任意）を設立した。 

平成 24 年  9 月 
全国共済農業協同組合連合会静岡県本部から高規格救急車１台の寄贈を

受け、北分遣所に配置した。なお、高規格救急車 1台を予備車とした。 

平成 24年 11 月 
三島市防火協会創立１０周年記念事業により、軽防災活動車の寄贈を受

けた。 

平成 24年 12 月 
圧縮空気泡吐出装置付き消防ポンプ自動車 1 台を購入、錦田分遣所に配

置した。老朽車を日本外交協会に寄贈した。 

平成 26年 3 月 
三島市、裾野市及び長泉町の２市１町で１１９番を受信する消防指令セ

ンター庁舎を建設した。 

平成 26年 9 月 一般財団法人救急振興財団から救急普及啓発広報車の寄贈を受けた。 

平成 27年 3 月 
平成 25 年度から繰り越されていた通信指令システム整備工事が完了し

た。 

平成 27年 4 月 三島市、裾野市及び長泉町消防広域化推進協議会（法定）を設置した。 

 



代 氏　　名 期　　間

初代 石　垣　彦太郎  昭和２５年　３月２８日 ～ 昭和３２年　５月　１日

２代 岩　崎　吉　蔵  昭和３２年　５月　１日 ～ 昭和３８年　２月２８日

３代 鈴　木  文　雄  昭和３８年　３月　１日 ～ 昭和３８年　５月３１日

４代 二ノ宮　茂　一  昭和３８年　６月　１日 ～ 昭和４７年　３月３１日

５代 川  口  清  一  昭和４７年　４月　１日 ～ 昭和４８年　３月３１日

６代 遠　藤　国　雄  昭和４８年　４月　１日 ～ 昭和４９年　３月３１日

７代 川　口　清　一  昭和４９年　４月　１日 ～ 昭和５６年　３月３１日

８代 大　隅　昭　吾  昭和５６年　４月　１日 ～ 昭和５８年　３月３１日

９代 近　藤　里　美  昭和５８年　４月　１日 ～ 昭和５９年　３月３１日

１０代 井　草　久　次  昭和５９年　４月　１日 ～ 昭和６０年　３月３１日

１１代 飯　田　　　章  昭和６０年　４月　１日 ～ 昭和６２年　３月３１日

１２代 小　川　日出雄  昭和６２年　４月　１日 ～ 平成　元年　３月３１日

１３代 望　月　　　武  平成　元年　４月　１日 ～ 平成　７年　３月３１日

１４代 新　村　　　晃  平成　７年　４月　１日 ～ 平成１１年　３月３１日

１５代 中　野　勝　央  平成１１年　４月　１日 ～ 平成１３年　３月３１日

１６代 髙　野　晴　男  平成１３年　４月　１日 ～ 平成１４年　３月３１日

１７代 吉　田　秀　夫  平成１４年　４月　１日 ～ 平成１５年　３月３１日

１８代 下　山　　　守  平成１５年　４月　１日 ～ 平成１６年　３月３１日

１９代 芹　澤　幸　一  平成１６年　４月　１日 ～ 平成１７年　３月３１日

２０代 井　原　邦　衞  平成１７年　４月　１日 ～ 平成２２年　３月３１日

２１代 渡　辺　広　道  平成２２年　４月　１日 ～ 平成２５年　３月３１日

２２代 室　伏　純　二  平成２５年　４月　１日 ～ 平成２７年　３月３１日

２３代 古  地　正  実  平成２７年　４月　１日 ～ 現在

歴 代 消 防 長

-8-



-9- 

相互応援協定 
 

協   定   名 締 結 日 締結の種類 締  結  機  関 

静岡県東部６市町 

消防相互応援協定 

昭和 58 年 

4 月 1 日 
全ての災害 

三島市、沼津市、裾野市 

長泉町、清水町、 

田方消防本部 

静岡県消防相互応援協定 
昭和 62 年 

3 月 2 日 
全ての災害 県下３７市町及び消防組合 

災害時等の相互応援 

に関する協定 

平成 2年 

12月 27日 
災   害 

沼津市以東、駿東地区、 

田方地区、伊豆地区 

（９市８町） 

静岡県防災ヘリコプター 

応援協定 

平成 9年 

3 月 24 日 
災   害 県下３７市町及び消防組合 

消防相互応援協定 
平成 13 年 

9 月 1 日 
災 害 箱根町 

 



 

 

 

 

庶 務 関 係 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



予防第２係

予防係

危険物係

庶務第１係

庶務第２係

救急第２係

予防第１係

警防第１係

警防第２係

救助第１係

消防予防課

消　防　署

庶務係

消防団係

警防救急係

通信指令係

救助第２係

救急第１係

消防広域準備室

北上分遣所

三島市消防本部消防組織機構図

消

防

本

部

市
　
　
　
　
　
長

錦田分遣所

中郷分遣所

北分遣所

消防総務課

警防救急課
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５ その他危険物品等の調査指導に関すること。

危険物係 ３ 煙火の消費に係わる許可、指導及び取締りに関すること。

４ 液化石油ガス等の保安指導に関すること。

予　防　係

１ 危険物の取扱者に関すること。

２ 危険物製造所等の許可、指導及び取締りに関すること。

７

８

幼年消防クラブの指導育成に関すること。

その他防火指導及び予防に関すること。

３

４

５

６

消防設備等の設置及び維持管理の指導等に関すること。

建築物の確認の同意に関すること。

消防設備士及び防火管理者に関すること。

防火協会の指導育成に関すること。

消防団係

通信指令係

２ 火災の原因及び損害の調査に関すること。

４ その他消防通信に関すること。

１ 予防査察に関すること。

３ 沼津市、三島市、裾野市、長泉町及び清水町消防通信

指令施設運営協議会に関すること。

１ 災害通報の受付及び出動指令に関すること。

２ 災害情報の収集及び連絡に関すること。

９ その他警防、救急及び救助に関すること。

８ 消防統計及び消防広報に関すること。

７ 応急手当の普及啓発に関すること。

消防水利及び地理に関すること。

４ 広域消防相互応援に関すること。

１ 消防団の予算及び決算に関すること。

２ 消防団の運営に関すること。

３ 消防団員の研修及び福利厚生に関すること。

４

庶　務　係

８

９

消防職員委員会に関すること。

５ 救急業務に係る医療機関等との連絡調整に関すること。
警防救急係

６ 救急業務高度化推進計画に関すること。

３

７

５

１０

１ 消防力の配備及び消防計画に関すること。

２ 水火災又は地震等災害の警防計画に関すること。

消防団施設の維持管理に関すること。

５ その他消防団に関すること。

１

２

職員の教養及び研修に関すること。

消防本部の事務分掌
公印の管理に関すること。

文書の収受、発送及び保管に関すること。

職員の人事、給与及び福利厚生に関すること。

４

その他他の課に属しないこと。

三島市、裾野市および長泉町消防指令センターに係る予算執行
に関すること。

１
三島市、裾野市及び長泉町消防広域化推進協議会に関するこ
と。

消防広域化
準備室

３

予算及び決算の総括に関すること。

消防行政の企画及び総合調整に関すること。

消防庁舎等の維持管理に関すること。

６
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７ 救急活動に関すること。（北分遣所）

３

４

５

６

消防地水利に関すること。

消防通信に関すること。

予防に係る受付業務に関すること。

その他分遣所に関すること。

２ 水火災又は地震等災害の警防業務に関すること。

７ その他救急に関すること。

１ 警防及び予防査察の実施に関すること。

２ 救急の訓練、指導及び広報に関すること。

６ 救急搬送証明に関すること。

３ 救急の研究及び教育に関すること。

４ 救急用機械器具及び資材に関すること。

５ 救急の統計に関すること。

６ その他救助に関すること。

１ 救急活動に関すること。

５ 救助の統計に関すること。

３ 救助の研究及び教育に関すること。

４ 救助用機械器具及び資材に関すること。

１ 救助活動に関すること。

２ 救助の訓練、指導及び広報に関すること。

５ 予防に係る受付業務に関すること。

６ その他予防業務に関すること。

３ 防火指導及び取締りに関すること。

４ 煙火の消費に係る指導及び取締りに関すること。

４

１ 火災原因、風水、火災等の損害調査に関すること。

２ 予防査察の実施に関すること。

消防団との連絡共助に関すること。

その他警防業務に関すること。

消防無線の整備及び管理に関すること。

５ 消防機械器具の整備及び管理に関すること。

１

２

消防署の事務分掌

庶務第１係

文書に関すること。

署員の配置及び勤務計画に関すること。

庶務第２係

６

８

１

２

水火災又は地震等災害の警防業務に関すること。

消防地水利に関すること。

署員の教養及び訓練に関すること。

その他他の係に属さないこと。

３

７

警防査察の実施に関すること。
警防第１係

警防第２係

予防第１係

予防第２係

４

警防の訓練、指導及び広報に関すること。

３

錦田分遣所

中郷分遣所

北上分遣所

救急第２係

北分遣所

救助第１係

救助第２係

救急第１係
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区
分

一般会計予算 消防費
比較
(%)

年
度

Ａ Ｂ B/A*100 常備消防費
非常備
消防費

消防施設費  水防費
(危機管理課)

 防災費
(危機管理課)

二市一町通信
指令施設等
整備費

31,673,000 1,322,142 4.2 1,083,252 73,136 39,201 2,289 124,264

32,100,000 1,326,202 4.1 1,060,725 77,322 73,069 2,265 112,821

34,430,000 1,361,622 4.0 1,047,763 79,949 77,232 2,265 170,821

37,470,000 1,378,030 3.7 1,050,775 75,537 119,376 2,265 113,669

33,780,000 1,361,881 4.0 1,037,685 79,674 102,637 2,255 139,630

33,871,000 1,412,635 4.2 995,516 79,922 39,460 2,161 122,188 173,388

35,800,000 1,453,464 4.1 977,942 75,530 17,380 498 143,041 238,406

35,530,000 1,642,336 4.6 986,042 78,589 73,886 498 171,184 331,783

区分

平成25年度

3,730,471

3,775,425

3,731,181

3,870,233

11,664

11,598

29,68512,542

1,642,336,000

29,304

28,649

3,622,307

1,412,635,000

24年度

平成24年度

平成20年度

平成21年度 1,326,202,000

年度

消防費

1,322,142,000

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

28,797

27年度

　市 民 負 担 金

一人あたり 一世帯あたり

3,633,430

25年度

消防予算に対する負担等

26年度

28,649

一日平均

消防費当初予算額

消防費内訳

20年度

21年度

22年度

23年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

平成22年度

平成23年度 1,378,030,000

29,267

12,039

12,181

12,021

1,361,881,000

1,361,622,000

平成27年度 13,026 34,173 4,487,257

平成26年度 1,453,464,000 12,932 30,355 3,982,093
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常備 非常備 消防

消防費 消防費 施設費

1 報酬 30,723 113 2,163 32,999

2 給料 442,619 29,854 472,473

3 職員手当等 322,182 19,441 341,623

4 共済費 145,023 10,113 155,136

5 災害補償費 200 200

7 賃金 3,927 3,927

8 報償費 265 10,704 300 11,269

9 旅費 1,841 919 99 677 3,536

10 交際費 15 20 35

11 需用費 28,524 12,057 16,060 339 28,636 3,444 89,060

12 役務費 5,107 561 8 3,334 15,376 24,386

13 委託料 1,469 137 1,820 26,918 1,764 32,108

14
使用料
及び賃借料

7,613 4,368 49 11,981

15 工事請負費 27,922 22,895 311,040 361,857

16 原材料費 7 5 38 60 110

17
公有財産
購入費

105 105

18 備品購入費 2,947 810 20,950 8,029 32,736

19
負担金補助
及び交付金

23,981 21,785 7,035 14,291 110 67,202

22
補償補填
及び賠償金

1 1 2

27 公課費 521 667 1,188

986,042 78,589 73,886 498 171,184 331,783 1,641,982

平成２７年度消防費予算歳出節別明細

計

　　　（単位：千円）

区　　分
水防費

(危機管理
課)

防災費
(危機管理

課)
計

二市一町通
信指令施設
等整備費
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車両、消防本部、署所の人員

台 数 人 員

2

3

1

1

1

1

1 10

1 10

1 10

15 98

21 120

3 18

消 防 署
救 助 工 作 車

は し ご 付 消 防 自 動 車
50

救 急 自 動 車

大 型 水 槽 車

消 防 ポ ン プ 自 動 車

合 計

22非 常 時 用 消 防 車 両 等 6

本
　
　
　
部

総 務 課

警 防 課

予 防 課

区　　　　　　　　　　　　分 現　　　　　　　有

5

0

中 郷 分 遣 所 消 防 ポ ン プ 自 動 車

北 上 分 遣 所

消 防 ポ ン プ 自 動 車

救 急 自 動 車
北 分 遣 所

（平成27年4月1日現在）

0

指 揮 指 令 車

区 分 車 両

消 防 ポ ン プ 自 動 車

署所数

（平成27年4月1日現在）

5

消防力の現有

その他の地域

合計

小 計

市街地

準市街地署　　　　　　所

錦 田 分 遣 所 消 防 ポ ン プ 自 動 車
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1 1

1 1

課　　　長 1 1

庶　務　係 1 1 1 3

消防団係 1 1 2

広域準備室 1 1 2

課　　　長 0

警防救急係 1 1 2

通信指令係 1 3 1 5

課　　　長 1 1

予　防　係 1 1 2

危険物係 1 1 2

1 7 2 6 2 4 0 0 22

1 1

2 1 1 2 3 9

2 2 1 1 4 10

1 1 3 1 4 10

1 1 3 2 3 10

1 3 1 3 2 10

1 3 2 2 2 10

1 3 2 1 3 10

1 6 2 4 5 18

1 3 2 0 4 10

0 1 11 23 17 16 30 0 98

1 8 13 29 19 20 30 0 120

庶務第１係、第２係

警防第１係・第２係

予防第１係・第２係

計
消
防
監

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

階　級

消　　　防　　　長

消
　
　
防
　
　
本
　
　
部 消

防
予
防
課

計

警
防
救
急
課

消防次長（兼警防救急課長）

消
防
総
務
課

職員配属配置状況
（平成27年4月1日現在）

部署属

消
防
士
長

消
防
副
士
長

事
務
職
員

消
防
士

救助第１係・第１係

救急第１係・第２係

合　　　計

消
　
　
　
防
　
　
　
署

錦田分遣所

中郷分遣所

北分遣所

北上分遣所

消防署長

計
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階級

年齢
20 歳未満 2 2
20 歳以上 2 2
21 歳以上 2 2
22 歳以上 4 4
23 歳以上 7 7
24 歳以上 6 6
25 歳以上 2 2
26 歳以上 2 4 6
27 歳以上 3 3
28 歳以上 4 1 5
29 歳以上 3 3
30 歳以上 3 3
31 歳以上 2 1 3
32 歳以上 2 1 3
33 歳以上 1 1
34 歳以上 2 1 3
35 歳以上 1 1 2
36 歳以上 3 3
37 歳以上 1 3 4
38 歳以上 1 1 2
39 歳以上 6 2 8
40 歳以上 2 2 4
41 歳以上 3 3
42 歳以上 3 3
43 歳以上 1 1
44 歳以上 3 3
45 歳以上 2 2
46 歳以上 0
47 歳以上 1 1
48 歳以上 1 1
49 歳以上 0
50 歳以上 2 2
51 歳以上 1 1 2
52 歳以上 1 1
53 歳以上 1 1
54 歳以上 5 5
55 歳以上 1 2 3
56 歳以上 3 1 1 5
57 歳以上 1 2 2 1 6
58 歳以上 1 1 1 3
59 歳以上 0
60 歳以上 0

1 8 13 29 19 20 30 120
平均年齢 37.2 歳

消防司令
消防

司令補
消防士長

消防
副士長

消防士

計

消防職員の年齢調
(平成27年4月1日現在）

計消 防 監
消防

司令長

-１７-



1 年未満 3 3
1 年以上 8 8
2 年以上 6 6
3 年以上 7 7
4 年以上 3 3 6
5 年以上 1 3 4
6 年以上 6 6
7 年以上 2 2
8 年以上 3 3
9 年以上 2 4 6
10 年以上 1 1 2
11 年以上 3 3
12 年以上 4 4
13 年以上 3 3
14 年以上 2 2
15 年以上 0
16 年以上 3 1 4
17 年以上 2 1 3
18 年以上 2 1 3
19 年以上 3 3
20 年以上 2 2
21 年以上 5 5
22 年以上 2 2
23 年以上 1 1
24 年以上 1 1
25 年以上 1 1
26 年以上 4 4
27 年以上 1 1
28 年以上 1 1
29 年以上 0
30 年以上 0
31 年以上 1 2 3
32 年以上 2 1 3
33 年以上 0
34 年以上 1 1 2
35 年以上 2 2
36 年以上 1 4 5
37 年以上 1 1 2
38 年以上 1 3 2 6
39 年以上 1 1
40 年以上 0
41 年以上 0

1 8 13 29 19 20 30 120
15 年5ヶ月

消 防
司令補

消防士長
消 防
副士長

消 防 士

消防職員の勤続年数調
（平成27年4月1日現在）

平均勤続年数
計

　　　　階級
年数別

計消 防 監
消 防
司令長

消防司令

-18-



1 1

1

1

1

4 7 5 9 5

1

2 2 2 1 1

4 3 4 4 4

2 2 2 1 1

2 1 1 1

2 3 1 1

1

1 2

1 1 1 1

1 1 2 2

15 20 20 22 20

予防査察科

予防科

Ｈ24

初任科

上級幹部科

警防科

消
防
大
学
校

県
　
　
消
　
　
防
　
　
学
　
　
校

ビデオ喉頭鏡講習

幹部科

救助科

新任消防長・学校長科

特殊災害科

幹部科

消防設備点検資格者講習

消防職員教育実施状況表

救急救命士養成課程

救助科

中級幹部科

初級幹部科

Ｈ26Ｈ23 Ｈ25

火災調査科

Ｈ22

合計

　　　　　　　　　年　度
別
 科　目　別

無線従事者養成講習会

そ
　
の
　
他

気管挿管講習

危険物科

救急科
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消防施設・機械器具 
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消防本部・消防署及び分遣所配置図 
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庁舎施設概要 
(平成 27年 4月 1日現在) 

部所属 所 在 地 敷地面積 建築延面積 構 造 建築年月日 付 属 施 設 

三島市消防本部 

 

三島市消防署 

〒411-0837 

三島市南田町 4－40 

TEL 055－972－5800㈹  

FAX 055－973－0126 

 

6,100.00

 ㎡ 

 

3,506.81  

㎡    

鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ造 

３階建 
平成 18年 9月 1日 

訓練塔     2 棟 

防災拠点用倉庫 1棟 

錦 田 分 遣 所 
〒411-0801 

三島市谷田並木 294－1 

TEL 055－971－6044 

449.72

㎡ 

225.54 ㎡ 

分遣所分 

126.09 ㎡ 

鉄骨造 

２階建 
平成 9年 3月 25 日 ホ－ス乾燥用鉄塔 1基 

中 郷 分 遣 所 
〒411-0814 

三島市中島 85－14 

TEL 055－977－1264 

438.69

㎡ 
158.8 ㎡ 

鉄骨造 

平屋建 
昭和49年 5月 14日 ホ－ス乾燥用鉄塔 1基 

北 分 遣 所 

〒411-0033 

三島市文教町 2丁目 

1－32 

TEL 055－986－7361 

FAX 055－986－7361 

1,184.20

㎡ 
563.7 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ造 

２階建 
昭和59年 1月 31日 

ホ－ス乾燥用鉄塔 1基 

(北地区ｺﾐｭﾆﾃｲｰ防災 

 ｾﾝﾀｰ 198.00 ㎡含) 

北 上 分 遣 所 

〒411-0044 

三島市徳倉 4丁目 36－9 

TEL 055－987－0119 

469.00 

㎡ 
152.95 ㎡ 

鉄骨造 

平屋建 
昭和54年 5月 30日 ホ－ス乾燥用鉄塔 1基 
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消防本部・消防署車両等配置状況 

 
（平成 27年４月１日現在） 

   区 

分 

所 属 

車  両  種  別 車  名 年式 製造メーカー 摘  要 

消 防 本 部 

指 揮 司 令 車 トヨタ Ｈ18 東京トヨタ 寄 贈 車 

支 援 車 トヨタ Ｈ２３ 静岡ﾄﾖﾍﾟｯﾄ  

広 報 車 スズキ Ｈ１４ 小川ポンプ  

軽 防 災 活 動 車 日 産 Ｈ２４ 日   産 寄 贈 車 

防 災 車 いすゞ Ｈ４ 小川ポンプ  

山 林 パ ト ロ ー ル 車 三 菱 Ｈ１０ 三   菱 寄 贈 車 

ミ ニ 消 防 車 スズキ Ｈ８ 小川ポンプ 寄 贈 車 

救 急 普 及 啓 発 広 報 車 日 産 Ｈ２６ 日   産 寄 贈 車 

消 防 署 

小型動力ポンプ付水槽車 日 野 Ｈ １１ 小川ポンプ ( 1 0 , 0 0 0 ℓ ) 

消 防 ポ ン プ 自 動 車 日 野 Ｈ４ 小川ポンプ  

は し ご 付 消 防 自 動 車            日 野 Ｈ ７ 日 本 機 械 （ 3 5 ｍ ） 

救 助 工 作 車            三 菱 Ｈ １２ モリタ工業 寄 贈 車 

水槽付消防ポンプ自動車 日 野 Ｈ １５ 小川ポンプ ( 2 , 5 0 0 ℓ ) 

高 規 格 救 急 車            日 産 Ｈ １６ オーテック  

高 規 格 救 急 車            トヨタ Ｈ ２２ 静岡トヨタ  

高 規 格 救 急 車            トヨタ Ｈ ２３ 静岡トヨタ  

錦田分遣所 消 防 ポ ン プ 自 動 車 いすゞ Ｈ ２４ モ リ タ （ 6 0 0 ℓ ） 

中郷分遣所 水槽付消防ポンプ自動車 日 野 Ｈ ２３ 小川ポンプ ( 2 , 0 0 0 ℓ ) 

北 分 遣 所 

水槽付消防ポンプ自動車 日 野 Ｈ ８ 小川ポンプ ( 3 , 0 0 0 ℓ ) 

高 規 格 救 急 車            トヨタ Ｈ２４ 静岡トヨタ 寄 贈 車 

高 規 格 救 急 車            日 産 Ｈ ８ オーテック  

北上分遣所 水槽付消防ポンプ自動車 日 野 Ｈ １０ 小川ポンプ ( 2 , 5 0 0 ℓ ) 
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消防機材一覧表 
（平成 27年 4月 1日現在） 

一般救助用具 限  定  器  具 救命浮環 3 

かぎ付はしご 2 可燃性ガス測定器 9 救命ボート 10 

三連はしご 4 酸素濃度測定器 3 船外機 2 

金属性折りたたみはしご 1 放射線測定器 8 山岳救助用器具 

空気式救助マット 2   バスケット型担架 1 

救命索発射銃 2 呼吸保護用器具 放水関連器具 

救助用縛帯 3 空気呼吸器 25 泡ノズル ６ 

平担架 1 防毒マスク 5 プロジェットガン 7 

  送排風機 2 ジェットシューター 24 

    アプリケーター 2 

    クールファイターノズル 1 

重量物排除用具   エコファイター 2 

油圧ジャッキ ４     

油圧スプレッター 1 隊員保護用器具   

大型油圧スプレッター 3 耐電手袋 7   

マット型空気式ジャッキ 2 耐電衣 3   

可搬式ウインチ 3 耐電ズボン 3   

  耐電長靴 3   

切 断 用 器 具 耐熱服 1   

大型油圧カッター 3     

エンジンカッター 2     

ガス溶断器 1 その他の救助器具   

チェーンソー 5 投光器一式 8   

鉄線カッター 4 緩降機 1   

空気鋸 1 ロープ登降機 2   

      

      

破 壊 用 器 具 その他救助器具   

万能斧（弁慶） 3 ファイバースコープ 1   

万能斧（ストライカー） 6 マンホール救助器具 1   

ハンマー 2     

削岩機 1 水難救助器具   

ハンマードリル 1 救命胴衣 20   

 



-24-  

通 
 

報 

携
帯
電
話
一
一
九
番 

 
 
 
 
 

通 
 

報 

衛
星
通
信
一
一
九
番 

 
 
 
 
 

通 
 

報 

火
災
報
知
専
用
電
話
一
一
九
番 

 

通 
 

報 

（
聴
覚
障
害
者
緊
急
通
報
用
一
一
九
番
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
含
む
） 

専用回線 

消防通信系統図 

（平成 27年 4月 1日現在） 

三 島 市 波   150.17ＭHz 
県内共通波  149.69MHz 
全国共通波 
   全共１  150.73MHz 
  全共２  148.75ＭHz 
  全共３  154.15ＭHz 

 

 

順 次 指 令  

消防総務課職員 

警防救急課職員 

消防予防課職員 

消 防 団 長 

副  団  長 

方 面 隊 長 

第 1 分 団 長 

第 ２ 分 団 長 

第 ３ 分 団 長 

第 ４ 分 団 長 

第 ５ 分 団 長 

第 ６ 分 団 長 

第 ７ 分 団 長 

第 ８ 分 団 長 

第 ９ 分 団 長 

第１１分団長 

第１２分団長 

第１３分団長  

第１４分団長 

第１６分団長 

第１７分団長 

第１８分団長 

報 道 関 係 

  

 

 

緊急情報衛星 
同報受信装置 
(衛星ひまわり) 

テレホンサービス 

火災･災害案内 

休 日 ･時 間 外 

救 急 医 療 

機 関 案 内 

指令情報 

[音声･ﾃﾞｰﾀ] 
    
 

加入電話 

駆け付け 

そ の 他 

県防災情報ネット 
ワーク消防本部端末 

地 域 防 災 無 線 

一般事務ファックス 
消防本部・消防署 

広報（同報無線） 
  （子  局）  

サイレン吹鳴装置 

三 島 警 察 署 

沼津市消防本部 
南消防署 
北消防署 
各分遣所 

裾野市消防本部 
消防署 
分遣所 

長泉町消防本部 
消防署 

清水町消防本部 
消防署 

専用回線 
支援情報 

[ﾃﾞｰﾀ] 

直通･専用 
電話回線 

火        災 

救               急 

救               助 

水   害 ・ そ の 他 
東京電力 
静岡ガス 

 

三 市 二 町   

消 防 指 令               

セ ン タ ー 

ＮＴＴ 

回 線 

静岡県広域災害救急 
医療情報システム 

三島市消防本部 
消防署 
錦田分遣所 
中郷分遣所 
北分遣所 
北上分遣所 

 

NTT 回線 

無線 

[ﾌｧｯｸｽ] 

無線 

NTT 回線 

無線 

専用回線 

加入電話 



種 別 呼 出 名 称 出力 配 置 先 積 載 車 両

固 定 局 みしましょうぼう １０Ｗ 消 防 署

〃 みしましょうぼうぬまづ ５Ｗ 指令センター

基 地 局 みしましょうぼう １０Ｗ 消 防 署

第 ２ 装 置 〃 〃
149.69
（県波）

150.17 〃

第 ３ 装 置 〃 〃
150.73
(全共1)

148.75
(全共2)

154.15
(全共3） 〃

陸 上 移 動 局 みしま１ 〃 〃 ポ ン プ 車

〃 みしま１１(AVM用) 〃 〃 ポ ン プ 車

〃 みしま２ 〃 〃
水 槽 付
ポ ン プ 車

〃 みしま３ 〃 北 分 遣 所
水 槽 付
ポ ン プ 車

〃 みしま１３(AVM用) 〃 〃
水 槽 付
ポ ン プ 車

〃 みしま４ 〃 中 郷 分 遣 所
水 槽 付
ポ ン プ 車

〃 みしま５ 〃 錦 田 分 遣 所 ポ ン プ 車

〃 みしま６ 〃 北 上 分 遣 所
水 槽 付
ポ ン プ 車

〃 みしま５２ 〃 消 防 署 支 援 車

〃 みしま８ 〃 〃 ミニ消防車

〃 みしま９ 〃 〃 防 災 車

〃 みしま１０ 〃 〃 水 槽 車

〃 みしま３１ 〃 〃 梯 子 車

〃 みしま４１ 〃 〃 工 作 車

〃 みしま５１ 〃 〃 広 報 車

〃 みしま７１ 〃 〃 指揮司令車

〃 きゅうきゅうみしま１ 〃 北 分 遣 所 救 急 車

〃 きゅうきゅうみしま２ 〃 〃 救 急 車

〃 きゅうきゅうみしま３ 〃 〃 救 急 車

〃 きゅうきゅうみしま４ 〃 〃 救 急 車

〃 きゅうきゅうみしま５ 〃 北 分 遣 所 救 急 車

〃 みしま１０１ １Ｗ 消 防 署 携 帯

〃 みしま１０２ ５Ｗ 〃 〃

〃 みしま１０３ 〃 消 防 本 部 〃

〃 みしま１０４ 〃 中 郷 分 遣 所 〃

〃 みしま１０５ 〃 錦 田 分 遣 所 〃

〃 みしま１０６ 〃 北 上 分 遣 所 〃

〃 みしま１０７ 〃 消 防 署 〃

〃 みしま１０８ １Ｗ 団 〃

〃 みしま１０９ 〃 消 防 署 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

150.17

150.17

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　５周波数内臓

〃

　５周波数内臓

〃

〃

〃

〃

〃

無線局一覧表

周　波　数（ＭＨｚ）

（平成27年4月1日現在）

　５周波数内臓

150.17(市波）

150.17

150.17
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種 別 呼 出 名 称 出　力 配 置 先 車両積載

陸上移動局 みしま１１０ １Ｗ 消防団副団長 携 帯

〃 みしま１１１ 〃 第３方面隊長 〃

〃 みしま１１２ 〃 消防団副団長 〃

〃 みしま１１３ ５Ｗ 消防署 〃

〃 みしま１１４ １Ｗ 第２方面隊長 〃

〃 みしま１１５ 〃 第１方面隊長 〃

〃 みしま１１６ 〃 消防団副団長 〃

〃 みしま１１７ 〃 消防団長 〃

〃 みしま１１８ 〃 北分遣所 〃

〃 みしま１１９ ５Ｗ 消防署 〃

〃 みしま１２０ 〃 消防署 〃

〃 みしま１２１ １Ｗ 団 〃

〃 みしま１２２ 〃 〃 〃

〃 みしま１２３ ５Ｗ 北分遣所 〃

〃 みしま１２４ 〃 北分遣所 〃

〃 みしま１２５ １Ｗ 予防課 〃

〃 みしま１２６ 〃 消防署 〃

〃 みしま１２７ 〃 〃 〃

〃 みしま１２８ 〃 消防団副団長 〃

〃 みしま１２９ 〃 第４方面隊長 〃

〃 みしま１３０ 〃 消防署長 〃

〃 みしま１３１ ５Ｗ 防災課 〃

〃 みしま１３２ 〃 消防署 〃

〃 みしま１３３ 〃 〃 〃

〃 みしま１３４ 〃 第５分団 〃

〃 みしま２００ １０Ｗ 市防災センター 〃

〃 みしま２０１ 〃 〃 〃

〃 みしま２０２ 〃 150.73 148.75 154.15 〃 〃

150.17

149.69

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

周 波 数 （ Ｍ Ｈ ｚ ）

５周波数内臓

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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月別
種別

１１９番 2 0 3 4 2 1 1 2 5 8 0 2 30
携帯１１９ 2 2 0 3 3 0 1 7 3 5 0 5 31
緊急通報 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
１１９番 281 238 267 227 270 234 258 268 212 253 238 297 3,043
携帯１１９ 122 110 121 106 103 93 135 114 106 127 113 156 1,406
緊急通報 4 2 0 2 3 4 0 1 1 0 0 0 17
その他 1 0 5 0 4 5 4 1 2 4 3 3 32
１１９番 1 2 0 3 5 3 1 1 1 1 1 3 22
携帯１１９ 2 1 2 1 3 3 2 2 3 2 2 3 26
緊急通報 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
１１９番 6 6 5 11 6 5 5 6 10 5 5 6 76
携帯１１９ 4 4 2 1 2 4 1 1 3 6 1 8 37
緊急通報 0 1 0 1 2 2 1 1 0 0 1 0 9
その他 1 0 2 2 1 0 2 0 1 3 3 2 17
１１９番 40 39 28 24 40 29 52 49 28 26 20 30 405
携帯１１９ 32 19 17 12 10 27 31 23 14 21 20 15 241
緊急通報 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
１１９番 29 15 21 39 28 26 31 39 15 7 15 14 279
携帯１１９ 11 5 11 11 13 8 9 16 16 10 4 11 125
緊急通報 3 3 2 7 2 8 0 1 0 1 1 1 29
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
１１９番 28 9 13 10 22 18 12 23 25 17 51 18 246
携帯１１９ 0 1 3 1 0 1 2 1 3 2 2 2 18
緊急通報 0 0 3 0 4 0 1 2 1 0 20 2 33
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
１１９番 387 309 337 318 373 316 360 388 296 317 330 370 4,101
携帯１１９ 173 142 156 135 134 136 181 164 148 173 142 200 1,884
緊急通報 7 6 5 10 11 14 2 5 2 1 22 3 88
その他 2 0 7 2 5 5 6 1 3 7 6 5 49
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合計

他の災害

問い合わせ

間違え等

訓練他

火災
(重複含む)

救急

救助

平成２６年 １１９番受信状況
1月 2月 3月 4月 10月 11月5月 6月 12月 合計7月7月 8月 9月



269 279 264 274 236 1,322

0 0 0 0 0 0

26 41 32 28 33 160

3 0 0 3 0 6

29 41 32 31 33 166

5 6 6 2 3 22

11 23 4 9 3 50

0 0 0 0 0 0

16 29 10 11 6 72

45 70 42 42 39 238

3 4 6 6 3 22

0

1 1 2

4 4 6 7 3 24

318 353 312 323 278 1,584

管轄区域別消防水利現況
（平成27年4月1日現在）

管　轄
消防署 錦田分遣所 中郷分遣所 北分遣所 北上分遣所 合計

種　別

公設消火栓計

耐震

40㎥未満

40㎥以上

100㎥以上

合計

100㎥以上

計

そ
の
他
の
水
利

プ ー ル

河　川

池

計

公
設
防
火
水
槽

公設防火水槽計

計

非耐震

40㎥未満

40㎥以上
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防火対象物調 
（平成２７年３月３１日現在） 

                                   区   分 

 防 火 対 象 物 

法 第 １ ７ 条       

防 火 対 象 物       

法 第 ８ 条       

防 火 対 象 物       

１ 
イ 劇場、映画館、演劇場、観覧場 ２ ２ 

ロ 公会堂、集会場 ５７ ５３ 

２ 

イ キャバレー、カフェー、ナイトクラブ ０ ０ 

ロ 遊技場、ダンスホール １３ １３ 

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗 ０ ０ 

ニ カラオケボックス等 ３ ２ 

３ 
イ 待合、料理店 ０ ０ 

ロ 飲食店 ８１ ７０ 

４ 百貨店、マーケット １１５ ８９ 

５ 
イ 旅館、ホテル、宿泊所 １８ １９ 

ロ 寄宿舎、下宿、共同住宅 １３２８ １４６ 

 ６ 

イ 病院、診療所、助産所 ８１ ４０ 

ロ 養老施設、児童福祉施設 ２８ ２５ 

ハ 保育園等 ４７ ３１ 

ニ 幼稚園 １９ １４ 

７ 小、中、高、大学校、各種学校 １３１ ３３ 

８ 図書館、博物館 ４ ４ 

９ 
イ 熱気浴場、蒸気浴場 １ １ 

ロ その他公衆浴場 ４ ２ 

１０ 車両の停車場 ６ ２ 

１１ 神社、寺院、教会 ７９ １７ 

１２ 
イ 工場、作業所 ４７６ ５６ 

ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ ０ ０ 

１３ 
イ 自動車車庫 ２０ ０ 

ロ 飛行機格納庫 ０ ０ 

１４ 倉庫 １０４ ０ 

１５ 前各項に該当しない事業所 ２２０ ９３ 

１６ 
イ 特定用途複合用途防火対象物 ４１７ １８２ 

ロ その他の複合用途防火対象物 １４０ １３ 

                     計 ３，３９４ ９０７ 
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地上４階以上の建築物の現況 
           (平成２７年３月３１日現在) 

階別棟数 

用途別 
4階 5階 6階 7階 8階 9階 10階 

11階

以上 
棟合計 

１ 
イ 劇場、映画館          

ロ 公会堂、集会場 ４        4 

２ 

イ キャバレー          

ロ 遊技場  １       1 

ハ 性風俗店          

ニ カラオケボックス等          

３ 
イ 待合、料理店          

ロ 飲食店 4        4 

４  店舗 4        4 

５ 
イ 旅館、ホテル  3 2 1    3 9 

ロ 共同住宅 108 58 21 8 7 4 7 18 231 

６ 

イ 病院、診療所 5 2 2      9 

ロ 養老施設 3 1       4 

ハ 保育園等 1        1 

ニ 幼稚園          

７  学校、各種学校 29 8 4 1     42 

８  図書館、博物館          

９ 
イ 熱気浴場          

ロ その他公衆浴場          

10  車輌の停車場          

11  神社、寺院          

12 
イ 工場、作業所 10 3       13 

ロ テレビスタジオ          

13 
イ 自動車車庫 3 1 2      6 

ロ 飛行機格納庫          

14  倉庫 1        1 

15  その他の事業所 25 10 4 1  1   41 

16 
イ 特定複合 78 30 14 5 3 1 3 4 138 

ロ 特定以外複合 15 9 3 2  1 2  32 

棟 合 計 290 126 52 18 10 7 12 25 540 
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工事別、月別建築確認同意件数 
（平成２６年度） 

月 別 

工事種別     

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

新   築 12 13 8 9 12 8 5 13 5 11 9 13 118 

増   築  3  5   2 1 1  2 1 15 

改   築              

移   転              

修   繕              

模 様 替 え                   

用 途 変 更                   

その他              

計 12 16 8 14 12 8 7 14 6 11 11 14 133 

 

 

 

火災予防条例にもとづく届出及び検査件数 
（平成２６年度） 

区             分 
届  出  件  数 

平成２６年度 平成２５年度 

ボイラー等 １２ １１ 

変電・発電・蓄電設備 ４７ ３６ 

火災とまぎらわしい煙等を発するおそれのある行為 ８５ ６５ 

煙火の打上 ２９ ２７ 

催物の開催 １ １ 

道路工事 １１９ １３３ 

少量危険物及び指定可燃物 ９ １４ 

禁止行為の解除承認 ３２ ２６ 

 

 



3 2 1 1 1 1

12 4 2 2 8 6 2

15 0 6 1 3 0 2 0 0 0 9 7 0 2

6 4 1 1 2 2 1 1

12 4 2 2 8 6 2

18 0 8 1 3 0 4 0 0 0 10 7 0 3

11 3 2 1 8 6 2

危険物製造所等規制事務申請件数

給
　
　
　
油

貯　　　　　蔵　　　　　所 取　　　扱　　　所

小
　
　
　
計

屋
　
　
　
内

屋
外
タ
ン
ク

屋
内
タ
ン
ク

地
下
タ
ン
ク

販
　
　
　
売

一
　
　
　
般

総
　
　
　
　
数

製
　
造
　
所

移
動
タ
ン
ク

屋
　
　
　
外

小
　
　
　
計

簡
易
タ
ン
ク

完
　
成

区　分

設　　置

変　　更

計

許
　
可

設　　置

変　　更

計

0水　圧　検　査

仮　　使　　用

（平成２６年度）

タンク
容　量

3,000㍑
以上

6,000㍑
未満

6,000㍑
以上

10,000㍑
未満

10,000㍑
以上

計

水　張　検　査 3 2

1,000㍑
未満

1,000㍑
以上

3,000㍑
未満

　　　製造所等の別

　区分

危険物貯蔵タンク水圧及び水張検査取扱い件数
（平成２６年度）

0 1 1 7
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製造所等の別

区　　分

 
小
 
 
 
計

屋
内

屋
外
タ
ン
ク

屋
内
タ
ン
ク

地
下
タ
ン
ク

簡
易
タ
ン
ク

移
動
タ
ン
ク

屋
外

小
計

給
油

販
売

一
般

５倍以下 57 55 17 4 3 19 2 8 2 2 2

５倍を超えて
１０倍以下

47 29 12 4 13 18 5 13

１０倍を超えて
５０倍以下

23 11 6 4 1 12 10 2

５０倍を超えて
１００倍以下

5 4 3 1 1 1

１００倍を超えて
１５０倍以下

2 0 2 2

１５０倍を超えて
２００倍以下

6 1 1 5 5

２００倍を超えて
１０００倍以下

13 0 13 13

計 153 0 100 38 8 3 38 2 9 2 53 36 0 17

 
 
総
 
 
数

(平成27年4月1日現在)

取 扱 所貯 蔵 所

製
造
所

危険物製造所等施設数
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協 力 団 体 

 

三 島 市 防 火 協 会    平成１６年４月１日 設立 

 事業所における防火管理及び危険物等の保安管理の向上を図り、

火災等の災害防止活動を推進するとともに、消防機関と密接な連絡

を保ち､もって事業の健全なる振興発展と社会公共の福祉の増進に

寄与することを目的とする。 

 

会 員 数 ２５０ 事業所 （平成２７年４月１日現在） 

 

◎ 主な事業 

 １ 幼年消防クラブの指導育成 

 ２ 子供会･幼稚園･保育園を対象に正しい花火の使い方教室 

 ３ 消火器消火競技及び屋内消火栓操法大会 

 ４ 甲種防火管理新規講習の後援 

 ５ 危険物安全週間 

  (1) ポスター、要綱の配布 

  (2) 横断幕等の設置 

  (3) 街頭広報 

 ６ 危険物取扱者特別講習会 

 ７ 危険物運搬車両及びＬＰガス運搬車両検査 

 ８ 危険物施設定期点検記録簿検査 

９ 秋の火災予防運動 

  (1) ポスター、要綱の配布 

(2) 街頭広報 

  (3) 小・中学生による防火ポスター・書写の制作、展示及び表

彰 

10 春の火災予防運動 

(1)ポスター、要綱の配布 

(2)街頭広報 
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育 成 団 体 

 

三島市幼年消防クラブ   平成１４年４月１日 設立 

 三島市内の保育園及び幼稚園の園児が幼年期から消防への関心を高

め、将来人命を尊重し、財産の保全を図ることができる社会人として

の素地を育てることを目的とする。 

 

三島市幼年消防クラブ数 

私立保育園  １０園 

私立幼稚園   ５園 

公立保育園   ６園 

公立幼稚園  １１園 

組合立保育園  １園 

 

  計    ３３園   

 

クラブ員数 １０１６人  （平成２７年４月１日現在） 

 

◎ 主な事業 

 １ 全国危険物安全週間に伴う街頭広報 

 ２ 防火ポスターの制作、展示及び表彰 

３ 正しい花火の使い方教室 

 ４ 春、秋の火災予防運動に伴う街頭広報  

 ５ 消防出初式防火パレードへの参加 

 ６ 消防訓練の実施 



 

 

 

 

 

 

 

火 災 統 計 
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火  災  状  況 
 

 

                                                         消防予防課  

 

 平成２６年中における火災件数は２８件で、前年に比べると１１件

の減少となりました。 

 火災種別では、建物火災が１８件（前年より７件の減）で全火災件

数の６４％と最も高い比率を占めています。 

車両火災は５件（前年より１件の増）で１８％、林野火災は０件（前

年と同じ）、その他の火災は５件（前年より５件の減）で１８％となっ

ています。 

 損害状況は建物焼損床面積５４７㎡、建物焼損表面積２３㎡で、前

年より焼損床面積では７１㎡の減少であり、焼損表面積についても 

１１㎡の減少となりました。 

また、損害額は２６，６０４千円で、前年より２７，７７８千円の

減少となりました。 

この１０年間でみると、火災件数は平均を下回る傾向であり、建物

火災の発生件数についても減少となりました。 

損害額は１０年間の平均を下まわり、火災による死者は無く、負傷

者については前年より５人減少しています。 

 出火原因の第 1 位は「たばこ」、「放火・放火の疑い」で共に４件、

続いて、「灯火」、「配線器具」共に２件の順となっています。 

 平成２１年６月 1 日から既存住宅を含む全ての住宅に住宅用火災警

報器の設置が義務化されました。 

平成２２年１２月に市内全世帯を対象として実施した設置率調査で

は６１．６％の設置率でした。 

昨年５月に実施した市民意識調査及び４月、５月、６月に実施した

老人福祉センター来場者へのアンケート調査での平均設置率は７３．

８％となりました。 

充足率は、当初目標の８０％を超えていない状況であり、平成２７

年も引き続き、住宅用火災警報器設置促進に努め、住宅火災による犠

牲者の発生を防ぐことを目指し、住宅防火対策の推進を図っていく所

存です。 
 



 

 ※ △は減 

‐3
7

‐ 

                                                                 （平成２６年中） 

月 別 火 災 発 生 状 況 

区分 

 

 

 

月別 

火 災 件 数 焼 損 棟 数 建物･林野焼損面積 死 傷 者 り

災

世

帯 

り

災

人

員 

 気 象 状 況 損 害 見 積 額  （千円） 

総

数 

種  別 
総

数 

焼 損 区 分 建  物 
林 

 

野 

 

(a) 

死

者 

負

傷

者 

風 速 湿 度 建

物 

林

野 
車

両 
そ

の

他 

計 

建

物 

林

野 

車

両 

そ

の

他 

全

焼 

半

焼 

部

分

焼 

ぼ

や 

床 

面 

積

(㎡) 

表 

面 

積 

(㎡) 

七

ｍ

未

満 

七

ｍ

以

上 

40 

％ 

未

満 

40 

％ 

以

上 

１ 4 2  1 1 2   2  15 3    ２ ８ ３ １ ２ ２ 762  10  772 

２ 2 1  1  １    1  1    １ ２ ２   ２ 11  742  753 

３ 4 2   2 2    2      ２ ６ ４  １ ３ 72   274 346 

４ 6 4  1 1 6 1  2 3 231 11    ３ ４ ６  １ ５ 16.211  120  16.331 

５ 2 1  1  1    1        ２   ２   160  160 

６ 1   1  0            １   １   27  27 

７ 0     0                    0 

８ 3 3    3 1 1 1  167 3   １ ３ ７ ３   ３ 6.639    6.639 

９ 1 1    1    1      １ ２ １   １     0 

10 3 2   1 4 1  1 2 90 5    4 12 ３   ３ 1.420    1.420 

11 0     0                    0 

12 2 2    2   1 1 44       ２   ２ 156    156 

計 28 18 0 5 5 22 3 1 7 11 547 23 0 ０ １ 16 41 27 １ ４ 24 25,271 0 1059 274 26,604 

昨年 39 25 ０ 4 10 29 5 1 9 14 618 34 ０ ０ 6 14 33 34 5 3 36 53,449 0 769 161 54,382 

増減 △１１ △７ ０ １ △５ △7 △2 ０ △2 △3 △71 △11 ０ ０ △5 2 8 △７ △４ １ △12 △28,1７８ 0 290 11０ △27,778 
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時間別火災状況 
                                                 （平成２６年中） 

区 分 

 

 

時 間 

火 災 件 数 焼 失 面 積 
損害見積額 

 

 

（ 千 円 ） 

建

物 

林

野 

車

両 

そ

の

他 

家   屋 
林 野 

 

（ａ） 
床面積 

（ｍ２） 

表面積 

（ｍ２） 

０～１   1     27 

１～２         

２～３         

３～４         

４～５ 1       6 

５～６         

６～７   1     742 

７～８    1    274 

８～９ 2    231 10  16.224 

 ９～１０ 2     1  1 

１０～１１   1 1    10 

１１～１２ 2   1  3  4 

１２～１３ 1  1  15   879 

１３～１４ 1   1  1  11 

１４～１５ 4    154 3  4.403 

１５～１６ 2   1 90 5  1.431 

１６～１７ 1        

１７～１８         

１８～１９         

１９～２０         

２０～２１ 2  1  57   2.592 

２１～２２         

２２～２３         

２３～２４         

不   明         

計 18  5 5 547 23  26.604 
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曜日別・時間別火災件数 

曜 日 別 

合計 日 月 火 水 木 金 土 不明 

28 2 3 5 5 2 7 4 0 

 

 

時 間 別  

0 2 4 6 8

２２～２４

２０～２２

１８～２０

１６～１８

１４～１６

１２～１４

１０～１２

８～１０

６～８

４～６

２～４

０～２
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原因別火災種別及び損害見積額 
 

区 分 

 

 

原因別 

火 災 件 数 焼 失 面 積 

損害見積額 

 

（ 千 円 ） 

建

物 

林

野 

車

両 

そ

の

他 

家   屋 林 

野 

 

（ａ） 

床面積 

（ｍ２） 

表面積 

（ｍ２） 

た ば こ             2  1 1  4  332 

こ ん ろ             1       1 

か ま ど                     

風 呂 か ま ど                     

炉         

焼 却 炉                     

ス ト ー ブ             1     1  12 

こ た つ                     

ボ イ ラ ー                     

煙 突 ・ 煙 道                     

排 気 管                     

電 気 機 器             1       6 

電 気 装 置             1  1  44   876 

電灯・電話等の配線                     

内 燃 機 関                     

配 線 器 具             2    15   759 

火 あ そ び                1     

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー                     

た き 火                     

溶 接 機 ･ 切 断 機         

灯 火             2       111 

衝 突 の 火 花                     

取 灰                     

火 入 れ             1     3  3 

放 火             1       22 

放 火 の 疑 い             2   1 200 4  5.619 

そ の 他             1  1 2 57   2.419 

不 明 ・ 調 査 中             3  2  231 11  16.444 

合    計 18  5 5 547 23  26.604 

 



コンロ
放火・放火の疑い

原因別火災発生状況

0 2 4 6 8 10 12 

不明・調査中 

その他 

灯火 

マッチ・ライター 

配線器具 

たばこ 

ストーブ 

コンロ 

放火・放火の疑い 

平成２５年中 総数３９件 

0 1 2 3 4 5 6 

不明・調査中 

その他 

火入れ 

火あそび 

電機機器 

ストーブ 

コンロ 

灯火 

配線器具 

電気装置 

放火・放火の… 

たばこ 

平成２６年中 総数２８件 
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平成２６年中の火災概況と前年との比較 
 

 

 

区 分 平成２６年 平成２５年 前年との増減 

出

火

件

数 

計 ２８件 ３９件 △１１件 

建 物 １８件 ２５件 △７件 

林 野 ０件 ０件 ０件 

車 両 ５件 ４件 １件 

そ の 他 ５件 １０件 △５件 

焼

損

棟

数 

計 ２２棟 ２９棟 △７棟 

全 焼 ３棟 ５棟 △２棟 

半 焼 １棟 １棟 ０棟 

部 分 焼 ７棟 ９棟 △２棟 

ぼ や １１棟 １４棟 △３棟 

焼 損 面 積  

建

物 

床 面 積 ５４７㎡ ６１８㎡ △７１㎡ 

表 面 積 ２３㎡ ３４㎡ △１１㎡ 

林野焼損面積 ０a    ０a ０a 

死 者 ０人 ０人 ０人 

負 傷 者 １人 ６人 △５人 

り 災 世 帯 数 １６世帯 １４世帯 ２世帯 

り 災 人 員 ４１人 ３３人 ８人 

損

害

額 

計 ２６，６０４千円 ５４，３８２千円 △２７，７７８千円 

建 物 ２５，２７１千円 ５３，４４９千円 △２８，１７８千円 

林 野 ０千円 ０千円 ０千円 

車 両 １，０５９千円 ７６９千円 ２９０千円 

そ の 他 ２７４千円 １６４千円 １１０千円 

主 な 原 因 

たばこ      ４件 

放火・放火の疑い ４件 

灯火        ２件 

配線器具     ２件 

放火・放火の疑い ７件 

たばこ      ３件 

こんろ      ４件 

ストーブ     ３件 

 

※ △は減 
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出火原因別前年比較 
  

原    因    別 平成２６ 平成２５年 増    減 

た ば こ              ４ 件   ３ 件    １ 件 

こ ん ろ              １ 件   ３ 件   △２ 件 

か ま ど                

風 呂 か ま ど                

炉    

焼 却 炉                

ス ト ー ブ              １ 件   ３ 件   △２ 件 

こ た つ                

ボ イ ラ ー                

煙 突 ・ 煙 道                

排 気 管                

電 気 機 器              １ 件     １ 件 

電 気 装 置              ２ 件     ２ 件 

電 灯 ・ 電 話 等 の 配 線                ２ 件   △２ 件 

内 燃 機 関                

配 線 器 具              ２ 件     ２ 件 

火 あ そ び                １ 件   １ 件    ０ 件 

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー                

た き 火                

溶 接 機 ･ 切 断 機    

灯 火              ２ 件     ２ 件 

衝 突 の 火 花                

取 灰                

火 入 れ              １ 件   １ 件    ０ 件 

放 火              １ 件   ３ 件   △２ 件 

放 火 の 疑 い              ３ 件   ４ 件   △１ 件 

そ の 他              ４ 件   ６ 件   △２ 件 

不 明 ・ 調 査 中              ５ 件 １３ 件   △８ 件 

合     計  ２８ 件 ３９ 件 △１１ 件 

    ※ △印は減 



-44- 

過去１０年間の火災発生状況 
 

区 

分 

 

年 

火

災

件

数 

焼

損

棟

数 

り

 

災 

世

帯

数 

死

者 

傷

者 

焼 損 面 積 

損 害 額 

（千円） 
建         物 林 野 

（ａ） 床面積（㎡） 表面積（㎡） 

１７ 39 19 11 0 3 280   34 8 24,132 

１８ 44 29 22 0 7 355 31 1 137,517 

１９ 42 39 25 6 8 1,029  49 0 53,970 

２０ 30 24 14 3 4 608  24 0 41,385 

２１ 35 23 10 1 5 585   31 2 113,086 

２２ 39 43 24 2 3 900   51 0 34,994 

２３ 38 19 14 2 7 314   97 1 31,149 

２４ 31 24 13 2 7 391  54 18 15,912 

２５ 39 29 14 0 6 618 34 0 54,382 

２６ 28 22 16 0 1 547 23 0 26,604 

平均 36.5 27.1 16.3 1.6 5.1 562.7 42.8 3 53,313 
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39 

44 

42 

30 

35 
39 

38 

31 

39 

28 

24,132 

137,517 

53,970 

41,385 

113,086 

34,994 
31,149 

15,912 

54,382 

26,604 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

（千円） 
（件数） 

(年) 

過去１０年間の火災件数及び損害額 

火災件数 損害額 



 

 

 

 

 

 

 

救 急・救 助 統 計 
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救 急 業 務 概 要 

 

平成 19 年に 4,000 件を超えた三島市の救急出動件数は、平成 20 年か

ら 2年続けて減少しましたが、平成 22年からは増加傾向に転じ、平成 25

年には過去最高の出動件数となりましたが、平成 26年は、出動件数 4,418

件（前年比 7件減）、搬送人員 3,913人（前年比 25人減）と、出動件数、

搬送人員ともに若干の減少となりました。 

これは 1 日平均 12.1 の出動となり、市民 28 人に 1 人の割合で救急車

を利用したことになります。 

事故種別ごとにみると、第 1位は「急病」で 2,735件、第 2位は「一般

負傷」592件、第 3位以下では「その他（転院搬送等）」554件、「交通事

故」343件の順となり、「急病」が全体の約 61％を占めています。 

このうち、救急車で搬送された傷病者の中で入院を必要とせずに即日帰

宅された軽症者は、全体の 42.5％に当たる 1,665 人で、昨年の 43.3％と

比べると減少し、全国平均の 49.9％と比べても少ない割合になっており、

市民の皆様に救急車の適正な利用について御理解を頂いてきていると思

われます。 

  また、平成 22年 7月から全国初の試みとして、コンビニエンスストア、

ファミリーレストランなど 24時間営業の店舗に AED を設置する「あん

しん AED ステーション 24 事業」を開始し、現在 42 店舗の協力をいた

だき設置をしております。 

  これにより、公共施設 59箇所、「あんしん AEDステーション」登録事

業所 115 箇所と合わせ、三島市内では 210 箇所を超える施設にだれもが

使用できる AEDが設置されています。 

  もしもの時、設置された AEDが適切・有効に使用されるように、応急

手当普及員の養成や各種救命講習の内容を充実させるなど、応急手当の

普及啓発に努め安全で安心なまちづくりを推進してまいります。 



　　　月別出動件数及び搬送人員調
 　　種
別

区分

出場件数 4 24 3 1 49 1 2 247 70 401

搬送人員 21 3 1 46 2 224 66 363

出場件数 2 1 24 3 1 43 3 212 44 333

搬送人員 22 3 1 36 1 182 41 286

出場件数 3 39 3 3 61 1 2 234 41 387

搬送人員 36 3 3 54 1 1 206 39 343

出場件数 7 26 1 2 40 3 2 210 40 331

搬送人員 1 26 1 2 37 3 1 187 36 294

出場件数 2 29 1 2 50 4 231 56 375

搬送人員 24 1 2 47 4 210 53 341

出場件数 1 16 3 4 36 1 4 203 56 324

搬送人員 14 3 4 32 1 3 179 55 291

出場件数 1 39 4 1 48 4 3 254 39 393

搬送人員 35 4 1 45 4 3 224 38 354

出場件数 3 28 2 47 3 12 239 49 383

搬送人員 1 31 2 41 3 7 212 46 343

出場件数 24 3 2 43 3 6 195 44 320

搬送人員 20 3 2 36 2 4 163 40 270

出場件数 3 1 38 4 1 42 4 1 240 43 377

搬送人員 1 38 4 1 39 2 1 206 39 331

出場件数 27 4 3 53 1 2 201 55 346

搬送人員 26 4 3 47 1 2 175 51 309

出場件数 2 1 29 5 2 81 2 268 58 448

搬送人員 1 27 5 2 73 1 229 50 388

出場件数 28 3 343 36 22 593 23 41 2,734 595 4,418

搬送人員 2 2 320 36 22 533 18 29 2,397 554 3,913

計

（平成26年中）

３
月

月
　
別

火
　
　
災

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

合
 
計

１
月

２
月

労
　
　
災

運
　
　
動

一
般
負
傷

自
然
災
害

水
　
　
難

交
　
　
通

加
　
　
害

８
月

月別出場件数および搬送人員

４
月

５
月

７
月

６
月

自
　
　
損

急
　
　
病

そ
の
他
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消防署 北分遣所 消防署 北分遣所

出場件数 218 183 401 出場件数 245 186 431

搬送人員 205 158 363 搬送人員 216 164 380

出場件数 188 145 333 出場件数 209 159 368

搬送人員 166 120 286 搬送人員 183 141 324

出場件数 226 161 387 出場件数 207 143 350

搬送人員 197 146 343 搬送人員 189 126 315

出場件数 184 147 331 出場件数 197 140 337

搬送人員 164 130 294 搬送人員 177 129 306

出場件数 214 161 375 出場件数 194 149 343

搬送人員 196 145 341 搬送人員 175 130 305

出場件数 181 143 324 出場件数 172 138 310

搬送人員 166 125 291 搬送人員 159 115 274

出場件数 220 173 393 出場件数 231 169 400

搬送人員 197 157 354 搬送人員 207 146 353

出場件数 210 173 383 出場件数 234 157 391

搬送人員 187 156 343 搬送人員 210 138 348

出場件数 180 140 320 出場件数 176 126 302

搬送人員 153 117 270 搬送人員 163 113 276

出場件数 195 182 377 出場件数 231 159 390

搬送人員 175 156 331 搬送人員 205 138 343

出場件数 201 145 346 出場件数 199 173 372

搬送人員 183 126 309 搬送人員 181 152 333

出場件数 247 201 448 出場件数 252 179 431

搬送人員 221 167 388 搬送人員 229 152 381

出場件数 2,464 1,954 4,418 出場件数 2,547 1,878 4,425

搬送人員 2,210 1,703 3,913 搬送人員 2,294 1,644 3,938

合
計

合
計

8

9

10

11

8

9

10

出場件数及び搬送人員の前年との比較

12

11

12

5

6

7 7

4

5

6

3

4

平成２６年中月

別

区分

1

2

計 計
平成２５年中

3

2

月

別

1

区分
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加害 

0.5％ 

交 通 

9% 

一般負傷 

 14％ 

急  病 

61％ 

火 災 

1.0％ 

運動 

0.5% 労災 

1.0％ 

自損 

1.0％ 

その他 

12% 

合計 

4,418件 

平成26年中の救急出動件数 

消防署 

58％ 

北分遣所 
44% 

消防署と北分遣所との出場件数比較  

2,464件 

1,954件 合計 

4,418件 

-49-



種 別

1 13 24 1 4 150 14 207

4 20 4 2 127 6 163

2 6 19 5 1 137 2 172

1 31 2 38 1 1 230 9 313

3 1 24 5 3 84 5 307 49 481

6 55 13 5 73 1 2 282 134 571

3 37 5 6 72 2 5 306 112 548

6 1 30 1 5 64 2 2 236 62 409

2 54 5 1 70 1 2 210 77 422

54 3 1 41 3 8 270 62 442

4 23 2 1 48 1 6 256 47 388

1 12 40 2 3 223 21 302

28 3 0 343 36 22 593 23 41 2,734 595 4,418

種 別

9 22 1 3 119 11 165

4 17 2 2 107 3 135

1 5 15 4 1 118 1 145

23 2 34 1 197 7 264

1 26 5 3 79 4 285 49 452

53 13 5 69 1 259 134 534

34 5 6 69 2 5 270 106 497

1 1 28 1 5 59 2 2 213 59 371

51 5 1 61 1 2 192 68 381

56 3 1 36 1 5 242 53 397

21 2 1 38 1 2 214 43 322

10 34 2 3 181 20 250

2 2 0 320 36 22 533 18 29 2,397 554 3,913

計

10-12

12-14

一
般
負
傷

加
害

自
損

急
病

区 分

そ
の
他

自
然
災
害

交
通

16-18

2-4

4-6

14-16

区 分

火
災

20-22

22-24

時
間
別
内
訳

0-2

18-20

22-24

合　　　計

時
間
別
内
訳

0-2

2-4

4-6

6-8

8-10

10-12

20-22

計

16-18

18-20

12-14

14-16

労
災

運
動

一
般
負
傷

加
害

自
損

急
病

そ
の
他

火
災

自
然
災
害

水
難

交
通

（平成26年中）

時間別救急出場件数調  

（平成26年中）

時間別救急搬送人員調

6-8

8-10

労
災

運
動

合　　　計

水
難
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　 程　度

種　別

1 1 2

2 2

0

1 24 51 244 320

0 5 13 18 36

6 16 22

3 52 177 301 533

2 3 13 18

2 5 13 9 29

53 320 1,016 1,008 2,397

1 118 382 53 554

60 527 1,661 1,665 0 3,913

事故種別傷病程度別救急搬送人員調

急　　　　病

そ　の　他

自 然 災 害

水　　　　難

交　　　　通

労　　　　災

火　　　　災

 　　(平成26年中)

そ
の
他

計

運　　　　動

一 般 負 傷

加　　　　害

自　　　　損

計
死
亡

重
症

中
等
症

軽
症
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年別

区分

出場件数 306 595 732 666 695 765 1,058 1,107 1,179

搬送人員 314 615 733 686 663 758 1,061 1,081 1,150

1,186 1,284 1,208 1,359 1,444 1,574 1,533 1,562 1,667 1,676

1,142 1,274 1,215 1,345 1,461 1,534 1,541 1,561 1,652 1,632

1,786 1,791 2,001 1,966 2,047 1,921 2,075 2,094 2,197 2,450

1,793 1,747 1,982 1,947 2,047 1,912 2,065 2,107 2,202 2,424

2,501 2,513 2,760 2,956 3,007 3,161 3,204 3,541 3,611 3,983

2,461 2,468 2,719 2,846 2,911 3,074 3,118 3,397 3,435 3,740

3,895 4,099 3,881 3,849 4,269 4,338 4,350 4,425 4,418 110,685

3,642 3,768 3,572 3,564 3,778 3,945 3,944 3,938 3,913 105,877

61年
平成
元年

63年 2年 3年

12年

救急業務開始以来の救急活動状況

23年

50年47年 49年48年

60年

19年 24年

8年

5年

9年

22年

59年

4年

11年

57年 58年53年

昭和
42年

43年 44年 45年 46年

（昭和42年3月28日から救急業務を開始） 

6年

10年 17年

累計

55年54年 56年

15年

21年 26年

52年

7年

20年

16年

18年

51年

62年

25年

13年 14年

   出場件数                搬送人員 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

3,000 

3,500 

4,000 

4,500 

5,000 

平成 

12年 

平成 

13年 

平成 

14年 

平成 

15年 

平成 

16年 

平成 

17年 

平成 

18年 

平成 

19年 

平成 

20年 

平成 

21年 

平成 

22年 

平成 

23年 

平成 

24年 

平成 

25年 

平成 

26年 
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（平成26年中）

（平成26年中）

（平成27年4月1日現在）

（平成27年4月1日現在）

２４時間
営業店舗

あんしんＡＥＤステーション２４

コンビニ

３３　店舗

飲食店 ガソリンスタンド

３　店舗６　店舗

合計

６６　施設 １２　施設 １１５　施設
民間施設等

（ＡＥＤ設置店舗）

医療機関 事業所等 学校等

３７　施設

３５　施設

あんしんＡＥＤステーション

合計

市公共施設
　２４　施設 ５９　施設

１８６　人 １，７９３人

１１　回 ９７　回

（ＡＥＤ設置施設）

講習回数

受講者数 １０５９　人

１９２　回

公共施設 学校等 合計

１３　回

うち薬剤投与

救急隊による救命処置状況

　２回

５４８　人

２８３　回 １８７　回

２　回

７１　回

４２　回

うち気管挿管
静脈路確保

６３　回

２２　回

救命講習実施状況

１９　回

普通救命講習Ⅰ普通救命講習Ⅱ 上級救命講習

６４　回

合計

ＰＡ（消防車・救急車）連携出動状況

（平成26年中）

１０　人 ２　人１４　人

ＣＰＡ事案 救急活動支援

１２１　回

搬送ＣＰＡ 不搬送ＣＰＡ

１ヶ月生存

４３３　回

気道確保

合計

うち消防隊実施

１週間生存

除細動

（平成26年中）

（平成26年中）

４２　店舗

その他 合計

　　　　　　救命処置後の予後

社会復帰

８　回

ＣＰＡ（心肺停止）傷病者発生件数

-53-



219

救助活動状況
平成２６年中

合
計建

物

そ
の
他
の

事
故

出動件数 12

火災

建
物
以
外

交
通
事
故

水
難
事
故

風
水
害
等

自
然
災
害

9 39

活動件数

救助人員

出動人員

活動人員

出動車両

機
械
に
よ
る

事
故

建
物
等
に

よ
る
事
故

ガ
ス
及
び

酸
欠
事
故

破
裂
事
故

1 1 15 1

12

148

1

8

活動車両

救助訓練実施状況
平成２６年中

回数

各
種
救
助
事
象

想
定
訓
練

そ
の
他
の
訓
練

合
計

81

人員

時間

体
力
練
成
訓
練

ロ
ー

プ
基
本

応
用
訓
練

検
索
救
助
訓
練

各
種
救
助
器
具

取
扱
訓
練

23

238

22

97

2361

379.5

1556

209

3

14

5

14

89

26.5

458

116

1

6

1

11

4

1 9

12

9

4

3

1

15

6

5

2

69

50

24

‐54‐

26

444

212

150

72

287

108

61

37

21

71

67

7

150

50

22

交通事故 

31% 

風水害等     

自然災害 

2% 

機械による事故 

3% 

建物等による   

事故 

38% 

ガス及び      

酸欠事故 

3% 

その他の事故 

23% 

救助活動状況 

種別 

区分 

訓
練
内
容
 

実施 



 

 

 

 

 

 

消  防  団 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 



-55- 

消防団のあゆみ 

江 戸 時 代 

消防の発祥はつまびらかでないが、韮山代官支配の当時、現在の中央町郵便局

の所に問屋場があり半官半民的な火消隊や常回りと称する火の番があった。 

また田方郡誌によれば青物会合（青物商鳶連合会）なるものがあって消防の任

に当たっていたことが記されている。 

明治１６年 三島の「み」の字にちなみ「み組青物火消」ができた。装備は籠吐水２台。 

明治２３年 

町村制発布記念事業として「み組青物火消」を廃し新たに、公設１組・私設４

組を編成した。 

なお、同年以降２組を増設して７組とした。 

大正 ６年 
公設１組・私設７組を解散し、新たに公設５部２５０人の編成とした。同５部

に初めて鉄骨火の見やぐらが建設された。 

大正 ８年 大阪森田ポンプより手引ポンプ１台を購入し配置した。 

大正 ９年 残り４組全部森田ポンプより手引きポンプ４台を購入し配置した。 

大正１５年 
米ノーザン制３０馬力手引ポンプ５台を東京報知機より一括購入し配置した。 

なお、従前のポンプは廃止した。 

昭和 ４年 ４月 
日本ゼネラルモータース社より１ｔ半トラック１台を購入し、ポンプ積載用と

して１部２ヶ月交代に使用した。 

昭和 ９年 ３月 

従前の手引きポンプ及び積載トラック１台を提供し、星加自動車にてローター

ポンプ自動車５台に改造した。 

組織を変更して１０４人とした。 

昭和１０年 ４月 
隣村、北上村と合併、その区域を１部の組織としたので６部１２９人となった。

なお、手引ポンプ１台を購入し配置した。 

昭和１４年 ２月 勅令により警防団と改称、組織変更により８ヶ分団３５７人となった。 

昭和１６年 ４月 

隣村、錦田村と合併、市制を施行し、その区域に８ヶ分団編成したので１６ヶ

分団６２６人、ポンプ自動車５台、手引ポンプ５台、腕用ポンプ６台の編成と

なった。 

昭和２２年 ７月 勅命により消防団が公布されたので消防委員会を設置した。 

昭和２２年１２月 消防組織法が公布された。 

昭和２３年 ８月 消防法が公布された。 

昭和２３年 ８月 
警防団を解散し、消防団を編成した。これにより１６ヶ分団４７０人となった。

その後一部の分団を編成替えしたので１８ヶ分団５１０人となった。 

昭和２９年 ６月 
隣村、中郷村を合併、その区域の分団を４ヶ分団としたので消防団の編成は２

２ヶ分団６００人となった。 

昭和３４年 ４月 
分団を整理統合し、１９ヶ分団５３９人の編成とした。このときの装備は、消

防ポンプ自動車８台、手引ポンプ９台、小型動力ポンプ３台である。 

昭和３８年 ４月 分団の一部を統合し、１８ヶ分団とした。これにより団員数５３７人となった。 

昭和４２年 ４月 消防団条例を全面的に改正し、併せて団員数５００人とした。 

昭和４７年１０月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第５分団に配置した。 

昭和４８年 ７月 小型動力ポンプ付積載車１台を購入し、第１３分団に配置した。 

昭和５１年１２月 積載車１台を購入し、第１８分団（長伏）に配置した。 

昭和５２年 ３月 第５分団車庫、詰所新築。 

昭和５２年１０月 第１０分団車庫新築。 
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昭和５２年１０月 小型動力ポンプ付積載車２台を購入し、第１０分団、第１１分団に配置した。 

昭和５２年１２月 第１１分団車庫新築。第４分団車庫、詰所新築。 

昭和５２年１２月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第４分団に配置した。 

昭和５３年 ２月 第１３分団車庫、詰所新築。 

昭和５３年 ８月 第１４分団車庫新築。 

昭和５３年１０月 災害対策連絡用に携帯無線機５台を購入し、各方面隊長に貸与した。 

昭和５３年１１月 第１２分団車庫新築。 

昭和５３年１２月 第８分団車庫、詰所新築。 

昭和５３年１２月 
小型動力ポンプ付積載車３台を購入し、第８分団、第１２分団、第１４分団に配置

した。 

昭和５４年 ４月 第１７分団車庫、詰所新築。 

昭和５４年 ６月 
災害対策連絡用として携帯用受信機２５台を購入し、団本部及び１８ヶ分団に

貸与した。 

昭和５４年 ７月 第１５分団車庫、詰所新築。 

昭和５４年 ９月 第７分団車庫新築。 

昭和５４年 ９月 小型動力ポンプ付積載車２台を購入し、第７分団、第１５分団に配置した。 

昭和５４年１２月 第９分団車庫新築。第１８分団（御園）車庫新築。 

昭和５５年 １月 小型動力ポンプ付積載車１台を購入し、第９分団に配置した。 

昭和５５年 ２月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第６分団に配置した。 

昭和５５年 ３月 
三島市消防団の組織及び消防団員の階級等に関する規則の一部を改正し、副団

長を４人、本部々長を５人とした。 

昭和５５年 ７月 小型動力ポンプ付積載車１台を購入し、第１８分団（御園）に配置した。 

昭和５５年 ７月 第１６分団車庫、詰所新築。 

昭和５５年 ８月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第１６分団に配置した。 

昭和５６年 ２月 災害対策連絡用として携帯用無線機５台を購入し、消防団本部に貸与した。 

昭和５６年 ８月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第１７分団に配置した。 

昭和５７年 ８月 第１分団車庫、詰所新築。 

昭和５７年 ８月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第１分団に配置した。 

昭和５７年 ９月 積載車１台を購入し、第１８分団に配置した。 

昭和５７年１０月 第１８分団（松本）車庫、詰所新築。 

昭和５８年１０月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第２分団に配置した。 

昭和５８年１１月 積載車１台を購入し、第１３分団に配置した。 

昭和５９年 ５月 田方支部消防操法大会のポンプ車操法の部で、第１７分団が優勝。 

昭和５９年 ８月 第３分団車庫、詰所新築。 

昭和５９年１０月 第６分団車庫、詰所新築。 

昭和６０年 ９月 第１８分団（長伏）詰所増築。 
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昭和６０年１０月 第１３分団詰所増築。 

昭和６０年１１月 第５分団車庫増築。 

昭和６０年１１月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第５分団に配置した。 

昭和６０年１２月 第１０分団車庫、詰所新築。 

昭和６１年 ６月 第１４分団車庫、詰所新築。 

昭和６１年１２月 第８分団車庫、詰所新築。 

昭和６１年１２月 
三島市消防団の組織及び消防団員の階級等に関する規則の一部を改正し、本

部々長を７人とした。 

昭和６２年 ２月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第１７分団に配置した。 

昭和６２年 ７月 第１２分団車庫、詰所新築。 

昭和６２年１１月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第３分団に配置した。 

昭和６３年１２月 第１１分団車庫、詰所新築。 

平成 元年 ２月 
災害対策連絡用として携帯用受信機２０台を購入し、１８ヶ分団に貸与した。   

（第１８分団は、松本・長伏・御園） 

平成 元年 ２月 第２分団詰所増築。 

平成 ２年１０月 小型動力ポンプ付積載車１台を更新し、第１８分団(長伏)に配置した。 

平成 ３年 ５月 
田方支部消防操法大会のポンプ操法の部で第１６分団が優勝、小型ポンプの部

で第１３分団が優勝。 

平成 ３年 ９月 
平成２年９月１５日、集中豪雨により大場川水系の国土保全に尽した功績によ

り内閣総理大臣表彰を受けた。 

平成 ３年１０月 小型動力ポンプ付積載車２台を更新し、第１０分団、第１１分団に配置した。 

平成 ３年１０月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第４分団に配置した。 

平成 ４年１２月 
小型動力ポンプ付積載車３台を更新し、第８分団、第１２分団、第１４分団に

配置した。 

平成 ６年 ２月 
小型動力ポンプ付積載車３台を更新し、第７分団、第９分団、第１５分団に配

置した。 

平成 ６年 ３月 消防用施設用地（三島市中２８７－５第９分団）１５０．０９㎡を購入した。 

平成 ６年１１月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第６分団に配置した。 

平成 ８年 ２月 小型動力ポンプ付積載車１台を更新し、第１８分団(御園)に配置した。 

平成 ８年 ３月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第１６分団に配置した。 

平成 ９年 ２月 第１８分団（長伏）車庫、詰所及びホース乾燥塔新築。 

平成 ９年 ３月 第６分団車庫、詰所を新築（東分遣所と同一建物）。 

平成 ９年 ３月 小型動力ポンプ付積載車１台を更新し、第１８分団（松本）に配置した。 

平成 ９年 ３月 第１７分団車庫、詰所新築。 

平成 ９年１２月 小型動力ポンプ付積載車１台を更新し、第１３分団に配置した。 

平成 ９年１２月 第１４分団ホース乾燥塔新築。 

平成１０年 １月 消防ポンプ自動車２台を更新し、第１分団、第２分団に配置した。 

平成１０年 １月 箱根山組合から寄贈を受けた山林パトロール車を消防団本部に配置した。 
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平成１０年４月 第１５分団を休団とした。 

平成１１年１１月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第５分団に配置した。 

平成１３年１１月 消防ポンプ自動車１台を更新して、第３分団に配置した。 

平成１３年１２月 消防ポンプ自動車１台を更新して、第１７分団に配置した。 

平成１６年１１月 小型動力ポンプ付積載車１台を更新し、第１８分団長伏に配置した｡ 

平成１８年 ２月 小型動力ポンプ付積載車１台を更新し、第１０分団、第１１分団に配置した｡ 

平成１８年 ９月 
三島市消防団の組織及び消防団員の階級等に関する規則の一部を改正し、団本

部を三島市南田町４番４０号に変更した。 

平成１８年１１月 
小型動力ポンプ付積載車３台を更新し、第８分団、第１２分団、第１４分団に

配置した。 

平成１９年 ３月 第１８分団（御園）車庫、詰所及びホース乾燥塔新築。 

平成１９年 ４月 

三島市消防団の組織及び消防団員の階級等に関する規則の一部を改正し、団本

部に部長、班長、団員の階級を増設、定員を２０人増とし、女性消防団員１０

人が入団した。また、第１２分団及び第１５分団の定員をそれぞれ１０人減と

した。 

平成２０年 ２月 第１３分団車庫、詰所及びホース乾燥塔新築。 

平成２１年 ２月 第４分団車庫、詰所新築 

平成２１年１０月 第７分団車庫、詰所新築 

平成２２年 ３月 第１６分団車庫、詰所新築 

平成２２年 ４月 
三島市消防団の定員、任免、給与及び服務等に関する条例の一部を改正し、消防団

員の種類を基本団員と機能別団員とし、機能別団員２１人が入団した。 

平成２２年１２月 第８分団車庫、詰所新築 

平成２３年 ４月 

三島市消防団の組織及び消防団員の階級等に関する規則の一部を改正し、団本

部に分団長、班長、の階級を各１人増員し、団本部定員を３３人とした。また、

第１５分団の定員を１人減とした。 

平成２３年１２月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第４分団に配置した。 

平成２４年１２月 小型動力ポンプ付積載車２台を更新し、第７分団、第９分団に配置した。 

平成２５年 ５月 田方支部消防操法大会の小型ポンプ操法の部で、第１８分団が優勝。 

平成２５年１２月 消防ポンプ自動車１台を更新し、第６分団に配置した。 

平成２６年３月 

総務省消防庁から救助資器材搭載型車両（小型動力ポンプ付積載車）及び消防

団拠点資器材（エアーテント、組立シャワー、救命ボート等）の無償貸与を受

け、第１８分団（御園）の車両更新を行った。 

平成２６年４月 第１０分団を休団とした。 

平成２６年１０月 休団であった第１５分団を廃団とし、条例定数を４９１人とした。 

平成２６年１２月 女性消防団訓練用軽可搬式ポンプ１台を購入した。 
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歴 代 消 防 団 長 
 

                             （昭和２４年８月消防団編成以降） 

代 氏 名 期         間 

初 代 松 田 吉 治 昭和２１年 ９月～昭和２４年 ２月 

２ 代 塩 川 立 行 昭和２４年 3月～昭和２７年 １月 

３ 代 鈴 木   保 昭和２７年 １月～昭和４２年１２月 

４ 代 三 田 富 也 昭和４２年１２月～昭和５０年 ４月 

５ 代 細 井 己子夫 昭和５０年 ４月～昭和５３年 ４月 

６ 代 斎 藤 勝 己 昭和５３年 ４月～昭和６１年 ４月 

７ 代 鈴 木   豊 昭和６１年 ４月～平成 ６年 ４月 

８ 代 廣 瀬 光 彦 平成 ６年 ４月～平成１８年 ４月 

９ 代 松 川 益 蔵 平成１８年 ４月～平成２２年 ４月 

１０代 内 野 哲 雄 平成２２年 ４月～平成２６年 4月 

１１代 水 口  勇 平成２６年 ４月～ 現在 
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消防団組織機構図 
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長伏 

松本 

御園 
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団
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(
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面
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長) 

本

部

々
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階級

所属

1 4 8 1 2 16 32 33

1 1 3 3 4 12 24

1 1 3 3 20 28 24

1 1 3 3 9 17 25

1 1 3 3 25 33 35

1 1 3 3 15 23 25

1 1 3 3 20 28 30

1 1 3 3 5 13 20

1 1 3 3 9 17 20

1 1 3 3 17 25 25

0 0 0 0 0 0 25

1 1 3 3 23 31 30

1 1 3 3 7 15 20

1 1 3 3 17 25 30

1 1 2 3 1 8 20

1 1 3 3 22 30 30

1 1 3 3 33 41 35

1 2 4 4 28 39 40

1 4 24 17 49 51 271 417 491

1 4 25 18 53 54 336 491

消防団員定員実員調

（平成２７年４月１日現在）

団　長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員 計
所属別
定員

団本部

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第５分団

第６分団

第７分団

第８分団

第９分団

第１０分団
休団中

第１７分団

第１８分団

計

階級別定員

第１１分団

第１２分団

第１３分団

第１４分団

第１６分団
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階級
年齢

0 0
１８ 歳 0 0
１９ 歳 1 1 19
２０ 歳 1 1 20
２１ 歳 7 7 147
２２ 歳 1 1 22
２３ 歳 3 3 69
２４ 歳 5 5 120
２５ 歳 1 7 8 200
２６ 歳 1 2 11 14 364
２７ 歳 3 6 9 243
２８ 歳 6 7 13 364
２９ 歳 1 4 1 10 16 464
３０ 歳 1 3 2 9 15 450
３１ 歳 2 2 1 8 13 403
３２ 歳 1 5 3 13 22 704
３３ 歳 2 1 4 3 8 18 594
３４ 歳 0 2 1 6 9 18 612
３５ 歳 0 2 9 2 10 23 805
３６ 歳 2 1 6 2 13 24 864
３７ 歳 2 1 0 1 13 17 629
３８ 歳 1 2 0 3 12 18 684
３９ 歳 1 3 5 11 20 780
４０ 歳 4 1 2 1 13 21 840
４１ 歳 2 2 2 1 6 13 533
４２ 歳 1 2 1 7 11 462
４３ 歳 1 1 2 11 15 645
４４ 歳 2 1 9 12 528
４５ 歳 1 0 2 8 11 495
４６ 歳 1 1 1 9 12 552
４７ 歳 2 1 1 6 10 470
４８ 歳 1 5 6 288
４９ 歳 4 4 196
５０ 歳 6 6 300
５１ 歳 4 4 204
５２ 歳 1 1 52
５３ 歳 1 2 1 4 212
５４ 歳 2 2 108
５５ 歳 1 1 2 110
５６ 歳 0 0
５７ 歳 2 2 114
５８ 歳 1 1 2 116
５９ 歳 1 1 3 5 295
６０ 歳 3 3 180
６１ 歳 2 2 122
６２ 歳 1 1 2 124
６３ 歳 0 0
６４ 歳 1 1 64

0 0
1 4 24 17 50 50 271 417 15,567

37.3 歳

消防団員年齢及び階級別調

小　計団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

６５歳以上

（平成27年4月1日現在）

平　均　年　齢
合　　計

１８歳未満

年齢
合計
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階　級

勤続年数

2 6 7 99 114

5 6 14 23 64 112

5 3 16 9 42 75

7 4 9 5 26 51

4 2 5 4 10 25

2 1 19 22

1 4 1 1 6 13

5 5

1 4 24 17 50 50 271 417

消防団員勤続年数調

計

２０年以上
２５年未満

２５年以上
３０年未満

３０年以上
３５年未満

３５年以上

団　 員

５年未満

５年以上
１０年未満

１０年以上
１５年未満

１５年以上
２０年未満

（平成27年4月1日現在）

計副分団長部　　長班　　長団　 長 副団長 分団長
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５年未満 ５年以上      

１０年未満 

１０年以上     

１５年未満 

１５年以上     

２０年未満 

２０年以上     

２５年未満 

２５年以上     

３０年未満 

３０年以上     

３５年未満 

３５年以上 

消防団勤続年数グラフ 
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建物 車両 林野 その他 市外

出動件数 2 1 7 3 1 3 17

出動人員 63 56 491 3 44 28 685

出動件数 1 2 3 1 9 16

出動人員 60 34 5 26 225 350

出動件数 1 2 2 9 1 4 19

出動人員 54 60 64 967 5 43 1,193

出動件数 4 1 3 1 9 18

出動人員 250 35 102 34 424 845

出動件数 1 1 6 4 1 1 7 21

出動人員 67 39 259 10 7 59 82 523

出動件数 1 8 8 7 24

出動人員 23 172 16 27 238

出動件数 1 1 8 18 3 10 41

出動人員 50 23 159 27 183 128 570

出動件数 3 1 19 5 3 4 35

出動人員 165 32 388 97 24 25 731

出動件数 2 32 5 3 7 49

出動人員 27 671 80 92 113 983

出動件数 3 2 26 10 2 10 53

出動人員 145 328 1,001 66 17 51 1,608

出動件数 5 11 1 11 28

出動人員 99 825 5 93 1,022

出動件数 2 3 3 10 9 27

出動人員 70 89 57 381 93 690

出動件数 20 3 1 3 0 3 121 79 21 7 0 90 348

出動人員 951 97 56 83 0 360 3,529 2,153 622 255 0 1,332 9,438

８月

９月

１０月

１１月

１２月

計

２月

３月

４月

５月

６月

７月

誤
報

捜
索

そ
の
他

合
計月別件数

及び人員

１月

消防団出動状況
(平成26年中)

項　目
火　　　　　　災 風

水
害

演
習
訓
練

広
報
指
導

警
戒
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機械配置状況 

 

消防ポンプ自動車                   （平成２７年４月１日現在） 

分 団 名 所 在 地 車 名 年 式 種別 製 作 所 名 摘要 

第 １ 分 団 芝 本 町 三 菱 Ｈ９ 普通 森 田ポ ンプ  

第 ２ 分 団 北 田 町 い す ゞ Ｈ９ 〃 小 川 ポ ンプ  

第 ３ 分 団 沢 地 い す ゞ Ｈ13 〃 日 機 ポ ンプ  

第 ４ 分 団 幸 原 い す ゞ Ｈ23 〃 小 川 ポ ンプ  

第 ５ 分 団 佐 野 い す ゞ Ｈ13 〃 〃  

第 ６ 分 団 谷 田 ト ヨ タ Ｈ25 〃 〃  

第１６分団 大 場 日 野 Ｈ７ 〃 〃  

第１７分団 新 谷 い す ゞ Ｈ13 〃 〃  

 

 

 

小型動力ポンプ付積載車               （平成２７年４月１日現在） 

分 団 名 所在地 車 名 
年

式 

ポ ン プ 

製作所名 

ポンプ 

馬 力 

年

式 
摘 要 

第 ７ 分 団 竹 倉 い す ゞ Ｈ24 トーハツ ２２ Ｈ24  

第 ８ 分 団 夏梅木 〃 Ｈ18 ロ ビ ン ５２ Ｈ18  

第 ９ 分 団 中 〃 Ｈ24 トーハツ ２２ Ｈ24  

第１０分団 玉 沢 〃 Ｈ18 ロ ビ ン  ４４ Ｈ18 団本部保管 

第１１分団 川原ヶ谷 〃 Ｈ18 〃 ４４ Ｈ18  

第１２分団 塚 原 〃 Ｈ18 〃 ５２ Ｈ18  

第１３分団 三ツ谷 日 産 Ｈ９ 〃 ４０ Ｈ９  

第１４分団 笹 原 い す ゞ Ｈ18 〃 ５２ Ｈ18  

第１８分団 長 伏 い す ゞ Ｈ16 ロ ビ ン ４４ Ｈ18  

第１８分団 松 本 日 産 Ｈ９ 〃 ５２ Ｈ９  

第１８分団 御 園 い す ゞ Ｈ26 トーハツ ３０ Ｈ26  
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小型動力ポンプ                     （平成２７年４月１日現在） 

分 団 名 所在地 年 式 馬 力 形 式 製 作 所 名 摘 要 

第 １ 分 団 芝本町 ５２ ４０ Ｂ３ シ バ ウ ラ  

第 ２ 分 団 北田町 ５８ １３ Ｃ１ 〃  

第 ３ 分 団 沢 地 Ｈ13 １３ Ｃ１ ロ ビ ン  

第 ４ 分 団 幸 原 Ｈ23 １３ Ｃ１ マ キ タ  

第 ５ 分 団 佐 野 Ｈ11 １３ Ｃ１ ロ ビ ン  

第 ６ 分 団 谷 田 ５５ １３ Ｃ１ 〃  

第１６分団 大 場 Ｈ７ ３６ Ｂ３ 〃  

第１７分団 新 谷 Ｈ13 １３ Ｃ１ 〃  

 

 

 

消防団員報酬 
                                （平成２７年４月１日現在） 

区分 

階級 
年 報 酬 

災 害 出 動 

( １ 回 ) 

訓 練 出 動 

（ 日 額 ） 

警 戒 出 動 

（ 日 額 ） 

団 長 ７６,０００円 ２,０００円 ２,０００円 ２,０００円 

副 団 長 ６１,０００円 〃 〃 〃 

分 団 長 ４６,０００円 〃 〃 〃 

副 分 団 長 ３６,０００円 〃 〃 〃 

部 長 ３１,０００円 〃 〃 〃 

班 長 ２８,０００円 〃 〃 〃 

団 員 ２６,０００円 〃 〃 〃 

機能別団員 支給なし 〃 〃 〃 
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